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欠 席 委 員 （０名） 
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 嶋 田   愛 主 査   

 

◎ 説明のため議場に出席した者の職氏名 

 森 谷 俊 雄 町 長  河 内 耕 治 副 町 長 
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 牧 野 隆 博 
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まちづくり推進課長補佐兼 
生 活 環 境 係 長 

 鈴 木 淳 子 まちづくり推進課主幹  今 部 憲 治 税 務 町 民 課 長 
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 庄 司 祐 一 
総 務 課 長 補 佐
兼 総 務 係 長  日 塔 俊 浩 企画財政課長補佐 

 

◎ 委 員 会 日 程 

 

令和４年９月１４日（水） 午前９時開議 

 

 委員会日程第３号 

  日程第１   付託案件の審査、採決 

    議第４４号  令和３年度河北町一般会計歳入歳出決算認定について 

    議第４５号  令和３年度河北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

    議第４６号  令和３年度河北町西里財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

    議第４７号  令和３年度河北町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 

    議第４８号  令和３年度河北町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

    議第４９号  令和３年度河北町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

    議第５０号  令和３年度河北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

延  会 

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       委員会日程第３号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○齋藤委員長 おはようございます。 

   本日の欠席通告委員はありません。 

   ただいまの出席委員数は12名であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。 

   なお、本日、都合により後藤防災・危機管

理監兼総務課長並びに佐藤まちづくり推進課

長が欠席となりますのでご了承ください。そ

のため、今田まちづくり推進課長補佐兼生活

環境係長の出席を認めております。ご了承く

ださい。 

   本日の委員会日程はお手元に配付のとおり

であります。 

○齋藤委員長 日程第１、付託案件の審査、採決

を行います。 

   議第44号令和３年度河北町一般会計歳入歳

出決算認定についての質疑を続けます。 

   委員長から申し上げます。本委員会の議事

運営につきましては、議会運営申合せ事項に

より、質疑の回数は制限を行わず、質疑は一

括して行い、質疑の時間は40分とします。 

   質疑の際には、最初にページ数、款、項、

目、節を、さらに質疑の内容を簡潔明瞭に述

べてください。また、答弁する当局側は、質

疑内容に対し漏れなく、かつ簡潔に答弁して

くださるようにご協力をお願いします。 

   また、決算委員会でありますので、一般質

問に類するような発言は避けてくださるよう

お願いします。 

   ５款から８款までの質疑を続けます。 

   「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 おはようございます。 



- 245 - 

   私からは３点質疑をさせていただきたいと

思います。 

   １点目は、決算書90、91ページ、成果の説

明書は95ページです。６款１項１目農業委員

会の中で、成果の説明書を見ますと、農業委

員会の説明の中で、農業委員会、農業協同組

合、土地改良区などの地域のコーディネータ

ーを担う組織と農地中間管理機構が一体とな

って推進する体制をつくり、地域ごとの人・

農地プランを核に、農地の利用集積、集約化

を一体化に推進していると。そして、農業委

員及び農地利用最適化推進委員が話合いの中

心的な役割を担い、西里、溝延、谷地、北谷

地の４地区ごとに分かれて、人・農地プラン

の実質化の見直しのための話合いを行った。 

   農業委員会の組織については、令和元年12

月に選任された農業委員12人及び農地利用最

適化推進委員５人が活動しているという説明

があるんですけれども、令和４年の、今後新

しい農業委員会の委員が決まったんですけれ

ども、この下のほうの活動を見ますと、農業

委員会の総会が12回あって、そのほかにもい

ろいろと農地利用最適化推進委員とともに活

動しているようなんですけれども、この報酬

というものが、随分活動しているようなんで

すけれども、まず農業委員会の報酬というも

のはどういう積算で、どのくらいなのかと、

そういう決まりが全国で決まっているのかと

いうことをお聞きしたいと思います。 

   それから、２点目ですけれども、決算書110、

111ページ、８款１項２目です。道路の除雪な

んですけれども、昨日も道路除雪については

本当に改良されて、すごく快適にはなってき

たんですけれども、私たち溝延に住んでいる

住民としましては、狭い道路がいっぱい、昔

の城下町の名残で細い道路がたくさんあるん

ですけれども、順番があるようなんですが、

毎年、最終的にはきれいになるんですが、ほ

かのまちの地区の中心部とかを見て、一番最

後のほうに溝延地区の、特にお茶屋さんから

真っすぐ行った床屋さんとか、その辺りと、

あと８区、９区のところが、課長お分かりに

なると思うんですけれども、最後になって必

ず、皆さんが待てなくて、いつなんだ、いつ

なんだというふうに、もう来ないのかという

ふうなことで心配をされるんですね。 

   最終的にはきれいになるんですけれども、

もう一週間早ければ、その悩みが消えるかな

と思っていて、その優先順位というものもあ

るんでしょうけれども、何かこれをもう少し

次の冬、毎年来るわけですけれども、令和３

年度はこれを、せっかくしてくれるんだから、

もう少し早く快適な河北町、雪が少ないとは

言われるものの、やっぱりその住んでいる人

がもっと快適になるような方法はないかなと

思って、その反省と令和４年度に向けての改

良などをお聞かせいただきたいと思います。 

   そして、今、空き家を壊して、その辺の、

私が今申しました道路を、今壊して空き家に

なるような感じもあるので、もし売地に出す

とかあるんでしょうけれども、もし空き地に

なれば結構広い場所ができると思うので、分

からないんですけれども、そういうものも目

ざとく察知して、そういうふうに備えていた

だきたいなと思っています。 

   それから３点目は、決算書100、101ページ、

成果に関する説明書では115ページ、かほく創

生牽引地域商社支援事業についてなんですけ

れども、昨年の、今年も決算審査の意見書が

あって、昨年、令和２年度の決算書の中で監

査委員が指摘されたことが、かほく創生牽引

地域商社支援事業委託に2,800万円を計上し

ており、その成果に期待したいと。ワインが

戦略商品になっているが、ブドウを特定農産

物に指定するなど、農林振興課との連携を強

化し取り組むことが望まれるということで、
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令和３年度はその事業を推進してきたかと思

うんですけれども、この前、今年の令和４年

のブドウは何か収穫をして、みんなでやって

いる作業を、ブドウを分けたりしているのを

私はＳＮＳで見ましたけれども、令和３年度

がどういう取組だったのか。どのくらいの農

家さんにお願いをして、どのくらいの収穫が

あって、どうなっているのか。その進捗状況

を説明願いたいと思います。 

   この３点、お願いします。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 おは

ようございます。 

   それでは、決算書90ページ、６款１項１目

農業委員会についてお答え申し上げます。 

   まず、報酬でありますけれども、報酬につ

いては、河北町特別職に属するものの給与等

に関する条例において定められております。

別表第３の非常勤職員の報酬になりますけれ

ども、農業委員会の会長におきましては年額

33万円、会長代理につきましては27万5,000

円、その他の委員の方につきましては26万円、

農地利用最適化推進委員につきましては18万

円となってございます。 

   農業委員会のお仕事ということであります

けれども、農業委員会そのものの性格といた

しまして、農地行政を担う組織、あるいは農

地利用の最適化を支援する組織、農業経営の

合理化を支援する組織、農業、農村の声を代

表する組織というふうに農業委員会法の中で

定められております。 

   主な仕事につきましては先ほど人・農地プ

ランの推進等々、成果のほうにも記載してご

ざいますけれども、農地法に基づきます農地

の利用権、権利の移動、許可、こういったも

のを、これは総会でさせていただいています

けれども、また農地の利用状況の調査、いわ

ゆる農地パトロールなどでございます。あと

は農地利用最適化ということで、この人・農

地プランでも担い手を集積するというような

ことでありますけれども、その集約化の推進、

あとは遊休農地の再発防止等々があります。 

   具体的に言いますと、例えば農地転用をす

る場合ですと、必ず総会前に現地確認などを

していただいているというようなことになろ

うかと思います。あとは併せて農業者年金の

普及、こういったところも農業委員さんのお

仕事になっています。 

   農地利用最適化推進委員でございますけれ

ども、５名おるわけですが、地区ごとに、西

里、北谷地、溝延からは１人、谷地には２人

というような、ある程度地域を決めた中で推

進委員を任命しているところでございます。 

   農業委員と推進委員との違いでございます

けれども、推進委員さんはこういうふうに担

当区域で現場で活動していただくと。直接相

談を受けたりということで、農業委員会の総

会では推進委員さんは議決権はないわけです

けれども、その後、農業委員さんと一緒にな

って協議会などもする際には出席いただいて、

いろんな課題について話合いなどをさせてい

ただいております。以上でございます。 

○齋藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 決算書111ページ、道路除雪

費に関わる部分で、溝延地区の排雪に関わる

作業の部分だと思われます。昨年度は、成果

にも記載のとおり、早朝除雪で22回の出動と

いう中で、かなり大雪に見舞われた年でござ

いました。 

   そうした中で、各道路、町内一円の部分に

ついて、道路の幅員の形態にもよってですけ

れども、排雪に関わる作業のスタッフを構成

する、機械であったり、あるいは交通誘導を

する作業員であったり、あるいは運搬するト

ラックであったりということで、いろんな地

形によってそういった構成を変えなければい
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けないというような実情もある中で、かつ河

北町の場合は、排雪作業をする際の機械につ

いては、どうしても早朝除雪をしないような

タイミングで機械を頼って排雪作業をしなけ

ればいけないというような事情もあるもので

すから、大方、河北町においては約１週間前

ぐらいから大体めどを立てながら、先の見通

しの中でいろいろ段取りを組んでやるという

ような形での排雪作業になっていきます。 

   昨年度のシーズンですけれども、実は溝延

地区については、結果的には遅かったんです

けれども、予定を立てていました、もっと早

く。ところが、予報どおりの段取りになれば

できたんですけれども、運悪く、１週間、10

日前に段取りしていたそのタイミングで早朝

除雪を出さざるを得ない、そういった形で、

どうしても排雪作業を予定していた分が日程

を遅らせざるを得ない。もう一回新たに段取

りを組み替えるというような中で、昨年度行

わせていただいたというような経緯がござい

まして、生活している溝延地区の方々には非

常にご迷惑をかけたのかなと思っております。 

   我々も、心にゆとりもなく、鋭意スタッフ

みんなで町民の生活を安定させるためにとい

うことでしっかりと頑張ってはいるんですけ

れども、ぜひ今後、今シーズンに向けてです

けれども、そういった段取りをしっかりと見

据えながら、迷惑のかからないような除排雪

にも心がけてまいりたいと考えております。

以上です。 

   あと併せて、空き地といいますか、空き家

の部分についての話でございますけれども、

昨年度から地域総合交付金の中で、そういっ

た雪捨場の確保という観点で、地域との連携

なども図っておりますので、そうした中で、

ぜひ情報を区長さんとも共有しながらですけ

れども、新たな追加箇所なんていうものは今

からちょっとポイントを、場所の抽出作業な

んかは連携を取りながら進めますので、見通

しの立つものであれば、そういったものを加

えていただきたいというものも少しキャッチ

ボールをしながら進めていければと考えてお

ります。以上です。 

○齋藤委員長 「松田商工観光課室長」 

○松田商工観光課かほく発信・ブランド推進室長

兼地域産業振興係長 それでは、私から７款１ 

  項１目のかほく創生地域商社支援事業の中の

ワイン醸造について説明させていただきます。 

   令和３年度におきましては、ワイン醸造に

つきまして、まずその材料となるワインにつ

きましては、町内の２人の農家の方に依頼し

ております。１つはデラウェア、これは沢畑

の宇野実さん。もう一つはマスカット・ベリ

ーＡ、田井の今田興一郎さんに委託しており

ます。おのおのワインの委託醸造に係るブド

ウの量は300キロでございます。 

   まず、時系列で見ていきますと、デラウェ

アにつきましては、去年９月２日にワインの

収穫を行いまして、その次の日、南陽市のイ

エローマジックワイナリーという場所で醸造

の仕込みに入りました。10月に入って搾り込

みを行い、あと瓶の詰め作業ということに進

んでおります。 

   マスカット・ベリーＡにつきましては、10

月25日にブドウの収穫を行いまして、次の日

の26日にワインの仕込み、これも同じく南陽

市のイエローマジックワイナリーさんに醸造

委託ということで行っております。 

   その後、ワインの搾り込みを12月に行って、

12月中に瓶詰めを行っているというような状

況で、その出来上がったワインにつきまして

は、試飲会というような形で、まずはサハト

べに花におきまして11月６日に行っておりま

す。これは、河北町の飲食店が提供した料理

と合わせてテイクアウトという形で提供させ

ていただいて、その後アンケートを実施して、
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回収しています。アンケートの結果としまし

ては、大まか、約７割の方が好感度、好意見

があったということでございます。 

   あと、もう一か所は東京三軒茶屋のアンテ

ナショップかほくらしにおきまして試飲会を

行っておりまして、これは11月18日から12月

30日の間で行っております。ここでもおおむ

ね９割以上の方から「気に入った」というよ

うな回答を得ております。以上です。 

○齋藤委員長 「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 それでは、１点目の農業委員会です

けれども、そうしますと、これからますます

荒廃地とか、辞めたい人とやる人のマッチン

グとか、いろいろ出てくるとは思うんですけ

れども、そうすると、ますます農業委員会の

農業委員と農地利用最適化推進委員さんの出

番というか、多くなってくるのではないかな

と推測されるわけですけれども、この会議を、

まず総会を12回、定例会みたいにして月に１

回されているんですかね。その前にいろいろ

と情報を集めて、その会議に臨むとなります

と、やはり結構な頻度で集まられているのか

なと思うんですけれども、農業委員さんと農

地利用最適化推進委員さんの行動というもの

は、西里、溝延、谷地、北谷地で同じ日では

ないのかなと。 

   具体的な行動はどういうふうにしていて、

タイムカードではないけれども、日誌ですか

ね、そういうものもつけて、どこの農業委員

さんがこんな活動をしたとかというふうなこ

とは把握されているのでしょうか。 

   それから、２点目は排雪ですけれども、本

当にご苦労なさって一生懸命やってくださっ

ていることは分かりますし、町民の方も、す

ばらしいと、除雪、排雪すごく進んでいるね

というのはあって、それは皆さんが認めると

ころなんですけれども、やはり町民というも

のは移動しますよね、あちこちに。そのとき

に、あっちの道路はきれい、こっちの道路は

きれいなのに、うちは一番遅いのか、苦情が

もちろん都市整備のほうにもいっているかと

思うんですけれども、我々、地域を代表して

いる町会議員にはもっと辛口で、うちのとこ

ろは見捨てられてんじゃねえかとかね、町会

議員働いてるのかみたいなことまで、しっか

りと地域のために役立ってるのかみたいに、

待って、待って、待ちくたびれると、そうい

うふうなお言葉を頂戴するようになってしま

うので。 

   あともう少し早くなればいいなと思ってい

ますので。機械のこととか、人のこととかも

いろいろあって、都市整備のほうではそうい

うことを言われても大変かとは思うんですが、

やはりそういう平等性みたいなことも考えな

がら除雪、排雪に取り組んでいただきたいな

ということでございます。 

   それから、かほく創生の牽引の地域商社の

やっているブドウなんですけれども、分かり

ました。その試飲もして、ほぼほぼおいしい

というふうに皆さんから評価をされていると

いうことなんですが、今後この300キロという

ものは限定して、これからもずっと300キロな

のか。それとも、これは今お試し期間だから、

取りあえず300キロで、これから道の駅とか、

そういうものがもし進んでいけば、もっと増

やしてということなのか。その辺の今後の予

定、見通しもお聞きしたいと思います。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 日頃

から農業委員あるいは最適化推進委員の皆さ

んには大変ご難儀な活動をしていただいてい

ると、感謝申し上げるところでございます。 

   それぞれの地域の特性によって様々な活動

があるのかなと思ってございます。いわゆる、

北谷地、溝延、西里については農地が多うご

ざいますので、そういった農地のあっせん、
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そういった相談などがちょくちょくあるもの

と推測されます。また、谷地中については、

いわゆる農地転用の件数が多うございますの

で、そういった、それに対する立会いといっ

たものが多くなっているかなと思ってござい

ます。 

   具体的にこの日に何をしたというような活

動までは、令和３年度においては把握はして

いないところでございます。 

   そういったところもありまして、令和４年

度からは活動状況を把握する活動記録簿、こ

れをつけるようなことにしてございます。相

談に行ったら、何日に相談があったとか、そ

ういったような活動記録簿をつけるというも

のを今年度から導入してございます。 

○齋藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 今、地域的な格差があるの

ではないか的な意味合いでお話ししましたけ

れども、我々、そういうことは考えておりま

せん。しっかりと町内一円を平等な目線でや

りますけれども、どうしても大きい道路、狭

い道路というような部分の中では、なかなか

作業効率という部分がうまく、やりたくても

進まないという部分、あるいは雪の固さの問

題とか、狭い道路、日影などになりますと、

どうしても作業効率が悪くてなかなかはかど

らないとか、様々なケースがございますけれ

ども、我々としましては、そういった降雪期

には、そういった平等な目線で除雪に励んで

まいりたいと考えています。 

○齋藤委員長 「松田商工観光課室長」 

○松田商工観光課かほく発信・ブランド推進室長 

兼地域産業振興係長 ブドウの生産の量でござ

いますが、先ほど申しましたように、令和３

年度、300キロといいますのは、これはあくま

でも委託醸造に関わるブドウの量でございま

して、今年度も同じように委託醸造を行って

いますが、今年度はデラウェアもマスカッ

ト・ベリーＡも500キログラムで委託醸造して

います。 

   今後の生産に関しましては、ワイン特区と

かの絡みもありますので、その辺、特区の申

請が終わりましたら量産していくような形に

なるかと思います。 

○齋藤委員長 「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 農業委員会のほうですけれども、や

はり活動記録などがあると、ますます、今、

定例会、総会ですか、それでも各地区の動き

が見えると思いますし、それを記録すること

によって、いろいろな分析なんかもまた広が

るのかなということで、活動記録というもの

に私は大変期待をしておりますので、ぜひ頑

張っていただきたいと思います。 

   それから、除雪、排雪、とても厳しい言葉

を言いましたけれども、大変頑張っているこ

とは分かりますので、令和４年度に向けてよ

ろしくお願いいたします。 

   それから、ブドウなんですけれども、試飲、

令和３年度は300キロでということで、今度は

500キロずつということで、徐々にやっていこ

うということは分かりました。 

   何せ新しい事業でございますので、見守る

ことも必要かとは思いますけれども、こうい

うふうに状況を聞きますと分かりますので、

これからも地域商社が発展するように、せっ

かく町にできた地域商社ですので、頑張って

いただきたいなと思います。以上、終わりま

す。 

○齋藤委員長 以上で９番丹野貞子委員の質疑を

終わります。 

   次に、「８番松田收作委員」 

○松田委員 それでは、私から３点ほどお聞きし

たいと思います。 

   農地費のことですけれども、管理業務委託

……。 

○齋藤委員長 ページ数、款項目、示してくださ
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い。 

○松田委員 失礼。ページ97、成果106です。６款

農地費の管理業務ということで、６か所だっ

たかな、管理していますけれども、これはち

ょっと前のあれをしてみたところ、同じ金額

でずっと推移しているようですけれども、こ

れは、人が高齢化しているので、なかなか出

ないというような問題があって、この辺をど

のようにしていくかなと思って、ちょっとお

聞きしたい思いです。 

   それから２点、101ページの６款２項２目、

成果では113ページ、農林のそれですけれども、

いわゆる一番簡単なあれで言えば、林道の草

刈りの件なんですけれども、これも人が高齢

化して、なかなか出にくい。あるいは出られ

ないときは、補償金というか、そういうこと

でやっているようですけれども、これからま

すます高齢化が進んで、出てくる人がいなく

なると思うんだ。だから、その辺のことをど

のように考えているか、ちょっとお聞きしま

す。 

   それから３点目、111ページ、成果は126ペ

ージ、今、９番委員の丹野さんも言いました

けれども、道路除雪費です。町では除雪機も

ありますけれども、よくですと、タイヤショ

ベルですけれども、押す機械でやっているこ

とのほうが多いんですが、殊に私どもみたい

なところは、通学路がないと言われたと。だ

んだん脇に高く積まれるような気がします。 

   それで、通学路があるところだったらいい

んですけれども、子供たちが、通学路がない

と、車が来ると、片側２車線が１車線になっ

ております。その雪に上ったりしていると、

これは車が来たときに滑って落ちたなんてい

ったら大変な事故になると思うんです。その

辺は考えられないのかなと思って、ちょっと

お聞きしたいと思います。 

   以上３点、お願いします。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 決算

書97ページ、６款１項５目農地費の中の、こ

こでいう管理業務委託料ですと、こちらは農

村公園の管理委託料で、シルバーさんに委託

しているものでございます。 

   今お話しになったものは、一般的な農道と

か水路とかの管理の話……（「農村公園」の

声あり）農村公園であれば、それぞれシルバ

ーさんに委託して、清掃、草刈り、樹木伐採

の管理をさせていただいているところでござ

います。 

   あと、101ページ、６款２項２目ですけれど

も、林道整備というところになるかと思いま

すが、なかなか難しい話かなと思っています。

高齢化になるのはそうでありますけれども、

１つとしては、やはり今、環境譲与税を活用

しまして、森林の管理というところを考えて

ございます。具体的には、林道ではなくて、

森林の中のところでございますけれども、こ

れらと併せて考えていく必要があるのかなと

考えてございます。 

○齋藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 ８款２項２目の道路施設費

に関わる部分で、具体的な路線としては、恐

らく松田委員お話しされている部分は、県道

の湯野沢寒河江線のほうのことを中心とした

お話であろうかなと思われるんですけれども

……（「岩枝」の声あり）岩枝、そうですか。

我々としては、道路パトロールをしながら、

通学路あるいは生活道路というような部分で、

道路の狭いところ、あるいは住宅地の脇に寄

った、通常、早朝除雪で寄った雪が一定程度

高くなって視界不良などもあれば、その辺は

適時パトロールをしながら、必要に応じた対

応を進めさせていただいているところですけ

れども、なかなか100点満点、点数をいただけ

ないというものが実情かと思います。 
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   ぜひ、町民の方々の声というものを聞き入

れながら、あるいはホットラインなどでいろ

いろ住民から寄せた苦情、要望なども加えな

がら、適時対応を進めていければと思います。 

   併せて、町民の方々は町道、県道かかわら

ず、道路という一つの目線の中で、どうして

も町のほうへ要望が来ますので、特に県道の

道路管理者の除雪関係に関しては、そういっ

たものを連携しながら、適時パトロールも、

そちらも加えながら、ぜひやっていただきた

いというような声を常に、耳を傾けていただ

きたいというようなことを県にもお伝えしな

がら進めてきたところです。 

   今後も皆様のそういった生活に支障がない

ような、あるいは交通安全というような観点

も含めた中で、そういった必要性を頭に入れ

ながら除雪の対応を進めていければと考えて

おります。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 失礼

しました。先ほどの97ページの６款１項５目、

管理委託ですけれども、それぞれの８つの農

村公園につきましてはシルバーとお答えしま

したけれども、それぞれの協議会または管理

組合に委託させていただいているところでご

ざいます。 

   高齢化というところでの話でございますけ

れども、何とかそれぞれの管理組合等でお願

いしたいなと、今のところの考えでございま

す。 

○齋藤委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 そうすると、管理組合でということ

ですけれども、１点目の、これは今ちょっと

出ている話ですよ、北谷地のほうで二、三。

もう、これが人来ねえからよ、じゃあ町さ返

したらいいべはなんていう話さえも出ている

んです。 

   この辺、今後どのようにしたらいいのかな。

とにかくみんなで、その地区の農村公園だか

らやらなきゃねえかということでいますけれ

ども、この辺どのようにこれから考えていっ

たらいいのか。 

   それから、２点目の林道です。これも大変

なんです。持っている人でということは分か

りますけれども、その中でも、例えばですけ

れども、林道の葉山線が崩落したので、あそ

こはいいとか、それから岩木両所線等の、ま

だ行けないところとか、そういうふうなのが

あると、そこは今のところ除外していただい

ています。除外しても、管理するあれはどう

なのか。その辺の不公平感があるというよう

なこともちょっと耳にしていますので、その

辺もちょっとお聞きしたいと思います。 

   それから、３点目の除雪ですね。分かりま

す。ただ、県道の場合は確かに１路線しかな

くて、車の来たところに子供が滑っていった

なんていったら大変な事故になりますよ。 

   それから、県道の場合ですけれども、町道

の場合は岩根とか岩枝、あちらのほうは大変、

やっぱり子供たちが通うのに通学路もないし、

大変な狭隘、狭いそれになっていますので、

その辺、今後の改良というか、よくするあれ

はちょっと考えられないかなと思って、ちょ

っとその辺をお聞きしたいと思います。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 農村

公園につきましては、ぜひ地域のほうででき

れば維持していただきたいというのが今のと

ころの考えでございます。高齢化になって大

変だというお話も十分分かりますけれども、

地域の公園として管理していただければあり

がたいなと思ってございます。 

   あと、林道のほうですけれども、おかげさ

まで災害も、まだ一部残っていて、特に葉山

線ですかね、葉山線がまだ全線開通していな

いという状況ではありますけれども、来年度
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には何とか解消したいと思っていますが、工

事が入れば、その分工事のほうで除草もして

いくわけですけれども、林道につきましても、

今のところは地元にお願いするしかないとい

うことでの考えでございます。 

○齋藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 道路除雪に関連した中で、

基本的に今、狭隘な道路の拡幅などの考え方

というような意味合いだと思いますけれども、

そういった交通安全というような観点での必

要性について、学校現場あるいは地域からの

声というものもよく反映しながら、今後の道

路事業に向けた考え方については整理を進め

る必要があるかと思います。 

○齋藤委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 農村公園、これはやっぱりその地区

にあって、みんなでうまく使ってくださいと

いうようなことでと。やっぱり維持管理は地

区民にお任せするというようなことにお話し

させていかなければならないのですか。まあ、

その辺もあれしてます。 

   殊に、２番目の農林のあれですけれども、

これは本当に、１番目と同じみたいなもので

すけれども、どうせだったら、林道の場合な

ので、持ち分でやっぱり考えなければならな

いということもあるので、若干、少々のお金

を出してもらっても、業者あたりに頼んでも

らうというような方法は考えられないかどう

か。まず、そこをもうちょっとお聞きします。 

   ３点目の道路除雪に関しては、本当に事故

が起きてからでは遅いというような気がする

んです。そういう危険が随分あるというよう

なことなので、よくその辺を考えていただき

たいと思います。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 農村

公園につきましては、そうでございますね、

大変申し訳ないんですが、今の現段階では、

ぜひ地区のほうでお願いしたいという考えで

ございます。 

   あと、林道ですけれども、今のところ、そ

れぞれの組合で幾ばくかのお金というか、会

費など集めながらやっているのかなと想像い

たしますけれども、なかなかその分で業者に

頼む分のお金が出てくるのかどうかというと

ころが課題かなと思っています。その分出な

いので、皆さん労働力で管理していただいて

いるというような、今、山のほうの現状かな

と思いますので。その辺は、管理されている

地域、管理組合などあれば、そちらでの話合

いになるかなと、今のところは思います。 

○齋藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 直接除雪と関わりがないよ

うな部分のほうに発展しているんですけれど

も、道路の改良と除雪の絡みで、冬期間の交

通安全の確保というような観点の中で、そう

したものを先ほど申し上げたとおりでござい

ますけれども、我々としても事故を抑制する

ために道路の管理もしなければいけませんの

で、そうした視点に立って、それぞれ関係機

関などともいろいろご意見なども調整しなが

らですけれども、今後の方向性については考

えていかなければならないものだと思ってお

ります。 

○齋藤委員長 「８番松田收作委員」 

○松田委員 大体答えというか、答弁はあまりな

んかなという気もしますけれども、一応これ

からもずっと、１、２、３点ともに、してく

ださい。頑張っていただくことをここにお願

いして、終わります。 

○齋藤委員長 以上で８番松田收作委員の質疑を

終わります。 

   次に、「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 私からは５点ほど質疑させていただ

きます。 

   まず、１点目が決算書93ページ、６款１項
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３目、新規就農者についてであります。成果

でいうところの100ページから101ページにつ

いてであります。 

   まず、令和３年度の新規就農者は何人だっ

たのかという点と、就農予定者というんです

か、就農したいという相談件数は何人、何件

だったのかお聞きしたいところです。 

   あと、その中で新規就農に至らなかった主

な要因は何だったのかを教えていただければ

と思います。 

   次に、２点目です。決算書99ページ、６款

１項９目の、成果でいうところの111ページ、

農商工連携産地づくり推進業務委託について

であります。こちらは昨日、同僚議員からも

質疑がございましたけれども、改めて今回、

令和３年度までの３か年で事業を行った上で

の結果を踏まえて、まず今後どういったふう

に、イタリア野菜なども含めて、支援してい

くのかも含めて、今後について教えていただ

ければと思います。 

   次に、３点目でございます。決算書の103

ページ、７款１項２目、成果でいうところの

116ページのふるさとづくり寄附事業につい

てであります。こちらも昨日、同僚議員から

質疑がありましたけれども、委託した結果、

寄附額の増加という点と事務負担の軽減が図

られたという成果についてはお答えいただき

ました。 

   それに伴って質疑させていただければと思

うんですが、本町におきましては、この成果

に関する調書につきましては、基本的に個人、

個人というものは１人、個人というか、民間

の人というか、からの寄附が主立ったものだ

と思うんですけれども、これに含まれている

のか、含まれていないか、ちょっと分かりま

せんが、企業版ふるさと納税、いわゆる企業、

会社からのふるさと納税はどのような数値と

して入っているのか、捉えられているのか、

お聞きしたいと思います。 

   次に、４点目でございます。決算書101ペー

ジの７款１項１目、成果でいうところの115

ページのかほく創生牽引地域商社支援事業委

託についてであります。こちら事前に、2020

年度、2021年度、2022年度もそうですけれど

も、補助金の使い道というか、内訳の資料を

頂いております。その中でお聞きするんです

けれども、2020年度、2021年度、令和３年度

と令和２年度におきましては、コロナ禍等々、

いろいろございまして、なかなかうまく進め

られなかった事業もあるとは思います。 

   ただ、この決算書を見ますと、予算はほぼ

全部、100％執行されている状況でございます。 

   そういった中で、実現できたところ、実現

できなかったところ、令和２年度と３年度、

その中身をまず把握されているのかどうか、

そこをお聞きしたいと思います。 

   最後に、５点目ですけれども、決算書117

ページ、８款５項１目、成果でいう138ページ

の移住定住促進事業についてであります。令

和３年度は20件のご利用があって、46名の方

がこの制度を使って移住されたと。私は、こ

れ自身はすばらしい制度だなと思っておりま

す。 

   そういった中でお聞きしたいことは、こち

らの事業に当たっての母数、いわゆる相談件

数ですね。そもそもこれを使いたい、検討を

していた方というものは何名いらっしゃった

のかということをまずお聞きしたいと思いま

す。以上です。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 令和

３年度の新規就農者数というお尋ねでござい

ましたけれども、令和３年度ではゼロという

数字でございます。 

   あとは、就農予定などの相談件数というこ

とでありましたけれども、町内から６件、町
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外からは５件、合計11件の相談がございまし

た。 

   それらに関して、新規就農に至らなかった

要因というものでございますけれども、具体

的にしっかりとしたプランがないので、その

プランづくりをまずは手伝ってあげないと駄

目かなというところがありました。具体的に

言いますと、自分が何を作りたいのか、どれ

ぐらい作りたいのか、こういったところから

始めないと、ただ農業というだけのものでは

生活できませんので、こういったところの支

援というものも必要かなと考えております。 

   あと、２点目、６款１項９目、農商工連携

関係ですけれども、この事業に関しましては、

グローバル産地形成支援事業ということで、

令和元年から３か年間の事業でございました。

令和２年、令和３年はコロナ禍ということで、

なかなか事業の制限も加えられましたところ

でございます。ただ、その中で海外に目を向

けたというところは一つ大きな成果であると

思ってございます。 

   ちなみに、イタリア野菜全体の生産量です

けれども、令和２年度は27トンほど、令和３

年度は31トンと伸びています。それ以前、ち

ょっと生産量は分からないんですけれども、

金額的に毎年順調に伸ばしてきて、令和２年

度が少し落ちました。それまで3,200万円ほど

令和元年度はありましたけれども、令和２年

度で2,800万円ほど、少し落ちて、令和３年度

は3,200万円まで、また回復しているというよ

うなところであります。 

   海外につきましては、せっかくできたつな

がりがあるわけですので、そこを切らさない

ようにしていただきたいなというような考え

でございます。その切らさないための何かと

いうことで支援をしていくということもあろ

うかと思いますけれども、そこはまず第一か

なと思っています。 

   あとは、イタリア野菜の生産自体でお話を

お伺いしますと、生産量自体は順調にできて

いるところではありますけれども、生産者自

体も必要になってくると。いわゆる、新規就

農でイタリア野菜に取り組めるというか、そ

ういった部分も必要かなというふうな、イタ

リア野菜組合自体での課題もお持ちのようで

ございますので、イタリア野菜だけで営農し

ていくというか、生計を立てていくというも

のはかなり厳しいかとは思いますけれども、

そういった、どれぐらいの利益が出るのかと

か、そういう営農モデルみたいなものをちょ

っとお示ししていただけると、例えば農業人

フェアで、イタリア野菜に興味をお持ちの方

はたくさんおりますので、これぐらいの収益

が出るなどの紹介をして、イタリア野菜での

新規就農というふうにつなげられるのかなと

いう考えもございます。以上です。 

○齋藤委員長 「松田商工観光課室長」 

○松田商工観光課かほく発信・ブランド推進室長 

兼地域産業振興係長 それではまず、ふるさと

納税の内訳の話で、企業版ふるさと納税制度

は確かにございますが、河北町の中では企業

版ふるさと納税は行っていませんので、数字

は含まれておりません。 

   かほく創生牽引事業の中身が適正に執行さ

れているかということだと思われますが、令

和３年度におきましては、項目としましては、

１つ目が観光関係人口案内所でのコミュニテ

ィーの形成。２つ目は、かほくらし社のスタ

ッフの人材育成、運営体制の強化。そして、

３つ目としまして、イタリア野菜とかワイン、

ナッツの商品開発やワインの醸造というもの

が、大きく３つの項目に分かれているんです

が、おのおの経費等の内訳も分かりますが、

おのおのの成果も検査の段階で受けておりま

すので、こちらが委託した内容につきまして

は適正に執行されているのかなと感じており
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ます。 

○齋藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 決算書117ページの移住定

住促進事業費に関わる相談の件数といったお

話でございます。これまで継続した事業であ

りますので、今後の計画を相談する方がどの

タイミングにするかといったものも含めた形

での申請内容でございまして、令和３年度、

実際、補助金の申請は20件というような実績

の中で、実質、令和３年度になってから相談

して申請されたという方は14件でありまして、

あと残り６件の部分なんですけれども、そち

らについては令和２年度中に事前に計画を立

てたいというような形の中で、前年の中で相

談に来られた方も含めてが６件でございまし

て、その20件の内訳は、令和２年度が６件、

令和３年度分が14件ということでありまして、

実際、相談全体としては昨年の25件ございま

した。ということで、残りの５件の方々に関

しましては、翌年度以降の相談というような

部分の中で、いろいろ相談に来られるという

ようなことです。 

   昨年度、翌年度以降の５件の方はもう既に

今年度申請済みというような形で今動きがあ

ります。そういった内容でございます。 

○齋藤委員長 「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 ご回答ありがとうございます。 

   それではまず、新規就農者についてでござ

いますけれども、相談件数が11件あったもの

に対して、新規就農者がゼロ人と。非常に残

念なことではあるんですけれども、その要因

の中で、計画づくりがちょっとまだうまくで

きていないのではないかというところでござ

いました。私もそれは、そうかなと思ってい

るところでございます。 

   ただ、実際やっぱりアドバイスというもの

が非常に、課長もおっしゃいましたけれども、

大事かなというところで、このアドバイスの

体制についてお聞きしたいと思うんですけれ

ども、実際、新規就農を考えている方に、ど

ういった方が何人体制でこういったアドバイ

スをされているのか、お聞きしたいと思いま

す。 

   次に、農商工連携産地づくりのほうですけ

れども、こちらも今回の３か年度のことで、

香港のほうに需要があったりとか、つながり

ができたりとか、そういったことが今回成果

として上げられたのではないかなと私も思っ

ています。それに比例して、イタリア野菜の

生産量も伸びている。これはすばらしいこと

だと思います。 

   ただ、この計画上は、やっぱり目標は輸出

になりますので、実際イタリア野菜を香港の

ほうで、どんな野菜がどれくらいの量を求め

られているのか、そういったものはやっぱり

把握する必要があるのかなと思うんですけれ

ども、いわゆるマーケットインという考え方

を地域商社の方なんかはよくしていると思う

んですが、特にこれは関係してくることかな

と思うんですが、そういった意味で、香港へ

の輸出、需要、どういった量、野菜があるの

か。その把握をされているのか、お聞きいた

します。 

   次に、ふるさとづくり寄附事業についてで

ありますけれども、企業版ふるさと納税につ

いては、今のところ河北町はしていないとい

うところでございました。私が言わんとする

ところは、今回委託されたので、事務負担も

減ったので、こういうことはやっぱり町主導

で新たに取り組んでいくべきかなと思ってい

るところでございます。 

   調べると、やっぱり自治体企業版ふるさと

納税をするには、地域再生計画というものを

つくる必要があるというふうにも、私のほう

では調べております。これ自体はやっぱり自

治体で作成する必要がございますので、そう
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いった事務負担が軽減した分は、やっぱりそ

ういう地域性、地域再生計画を策定した上で

企業版ふるさと納税に取り組んでいく。そし

て、それを現在の委託先にさらに委託するの

かどうかは分かりませんが、そういった意味

で今回のメリットを最大限に生かしていくべ

きかなと思うんですけれども、その点につい

てはいかがでしょうか。 

   次に、地域商社についてでございますが、

把握はしているというところで、まず安心し

ているところでございます。 

   ただ、データを見ますと、例えばヘーゼル

ナッツ部門で言えば、令和２年度から令和４

年度、今年度分までも含まれるんですけれど

も、予算上は1,300万円だったんですね。予算

上はあくまで。令和２年度と令和３年度の決

算と令和４年度の予算を入れると、差が650

万円ほど出ているわけです。ほかにも、ワイ

ン部門でも言うと、要は当初予算に組んでい

たものと決算が大分離れてきているという問

題が、このデータからは見れるわけでござい

ます。 

   そういったことで危惧しているのは、こう

いったように何百万単位の予算に対して決算

額が変更になっているというところに対して、

これはやっぱり2023年度、令和５年度なんか

にも影響は出てくるのではないかなと私は心

配しているところでございます。 

   この制度は、もともとは３年度で終わりに

なっているので、そういった点は大丈夫なの

かなと。ちゃんとこの３年度の中で、コロナ

というものがありましたけれども、予算は実

際もう執行している、100％。そういった不安

があるわけでございます。 

   そういった意味で、大幅と言っていいか分

かりませんけれども、予算と決算の違い、何

か影響が出ないのかどうか。そういった点で

何か把握されているのかどうか。危惧する点

とかあるのかどうかを教えていただければと

思います。 

   移住・定住促進についてです、最後。こち

らにつきましては、例えば相談した人が40人

とか50人いたとか、そういうことはやっぱり

分からないということで、まちづくり推進課

のほうになるんですかね。この前、昨日私も

お聞きしたんですけれども、移住・定住に関

する相談70件とか、そちらのほうに入ってい

るんですかね、そこをちょっとお聞きできれ

ばなと思います。以上です。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 作物

を作る、どういったものがあるというご案内

は、ある程度こちらでもできるかと思います。 

   技術的な受入れ先としましては、就農者受

入協議会というものがございますので、協議

会の人たちのメンバーの中に作目があれば、

そちらでぜひ研修を受けていただきたい、当

然アドバイスもしていただけるというような

体制でございます。 

   もう一点、香港での市場開拓に向かったわ

けですけれども、それらの今後というところ

でございます。具体的な野菜名までは、今回

はレストランフェアとして、夏野菜のサンプ

ルなどを提供したところにとどまっています

ので、具体的な数量、品目までの把握はまだ

なされていないというところでございます。 

   今後そこも併せて探っていく必要があると。

それに併せて輸出の可能性も探る必要がある

と考えてございます。 

○齋藤委員長 「松田商工観光課室長」 

○松田商工観光課かほく発信・ブランド推進室長 

兼地域産業振興係長 まず、企業版ふるさと納

税についてでございますが、確かに委員おっ

しゃるように、委託して、その分、事務量が

軽減したということはあるかと思いますので、

実際、今、企業版ふるさと納税を行っている
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自治体で、あるいはその状況を把握しながら、

今後検討を進めてまいりたいと思います。 

   もう一点の、地方創生事業の委託の各項目

の予算と決算のばらつきということでござい

ますが、2021年度の決算を見ますと、大きく

変わっているものが、例えば地域商社の、か

ほくらし社のスタッフ人材育成と運営体制の

強化という部分が500万円の予算に対して650

万円、あとヘーゼルナッツが500万円なのに半

分の250万円となっているところが特に大き

いかと思いますが、この地域商社に関しまし

ては、この経費が大きく上回っているという

ものは、恐らく会計システムを新しく導入し

ているという部分とか、いわゆる、かほくら

し社の運営体制の強化を図るための業務改善

に関わるものの経費でございますので、その

辺の金額が予想より上回ったということが考

えられるかと思います。 

   あと、ヘーゼルナッツにつきましては、実

際、2021年度は町内６か所で68アール、250

本の植樹、栽培を行っているということであ

りますので、適正に執行はされていますが、

思ったより経費がかかっていなかったという

ようなことだと思います。よろしくお願いし

ます。 

○齋藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 移住・定住に関わる部分と

して、まず本町としまして、河北町の移住支

援というような形での制度的には、ちぇっと

移住体験住宅、あるいは移住・定住促進住宅

の補助金、あとは持家住宅の促進、あるいは

賃貸住宅の入居移住支援事業とか、そういっ

た４つぐらい事業がございます。 

   先ほど申し上げました、移住・定住に係る

分の相談件数というものは、都市整備のほう

で把握している部分、あとまちづくりのほう

で把握している分、全体での総数というよう

なことでご理解いただきたいと思っておりま

す。以上です。 

○齋藤委員長 「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 それでは、新規就農についてであり

ますけれども、プランづくり、アドバイスに

関しましては、受入協議会で対応されている

ということでございました。 

   これ自身はもちろん私もいいかなと思うん

ですけれども、ただ数字で見ますと、現実上

はやっぱり相談件数が11件に対して新規就農

者がゼロと、これがやっぱり数字として表れ

てきているわけでございます。となると、や

っぱり、言い方はちょっと失礼になるかもし

れないんですけれども、受入協議会からのア

ドバイスの仕方というか、体制か何かが不足

しているのか、あるいはほかの要因があるの

か、あると思います。そういった点をもうち

ょっと突き詰めていただければなと思います。 

   私も、例えば何か農業を新しくしたいなと

思ったら、やっぱり全然分からないことだら

けですので、もっと親身に綿密に、細かいと

ころまで、もしかしたら聞きたいのか、ある

いは単純にほかの要因があるのかと、あると

も思いますので、そこも原因のところは究明

していただければと思います。 

   私の中では、もう一点その原因の一つとし

て、やっぱり農地の取得がなかなかうまくで

きていないのではないかなと私は思っている

ところでございます。 

   そういった意味で、新規就農者や農地拡大

をしたい方というものはいらっしゃると思う

んですけれども、そういった方が、令和３年

度中、ちゃんと農地取得、売買であったり賃

貸であったり、そういったものができている

のかどうか。あるいは、そういった新規就農

者の中で農地が欲しいという方、あるいはも

う既に就農されている方で、農地がもっと欲

しいんだという方の相談件数、こういうもの

も何人いたのか把握されているのかどうかを
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お聞きしたいと思います。 

   あと、農商工連携産地づくりにつきまして

は、やっぱり課長の答弁の中では、どんな量、

どんな野菜が必要なのかどうか把握されてい

ないということでしたので、せっかく３か年

かけて2,000万円ほど使っておりますので、で

きればそこまでの成果を求めて、今後も進め

ていただければと思うところでございます。

せっかくイタリア野菜研究会も生産量も増え

ておりますので、ましてやマーケットインで

考え方、そして需要があると分かっているこ

とですので、ここは、むしろコロナ禍だから

こそ、次の戦略、次を見据えて、こういった

需要の把握も行った上で、より売れる野菜、

より確実に売れる量というものを模索してい

っていただければと思いますが、いかがでし

ょうか。 

   ふるさとづくり寄附事業につきましては、

ぜひ、答弁にございましたとおり検討してい

ただければと思います。ありがとうございま

す。 

   地域商社のほうは、会計システムというか、

業務改善のほうで何か予算が思った以上にか

かったということだったんですけれども、こ

の事業そのものが、業務改善とか、あまりそ

ういったものには主眼を置いていなかった事

業なのかなと私自身は思っております。 

   要は、よりもっと、どうすれば売れるのか

とか、売る方法とか、あるいはワイン、ヘー

ゼルナッツ、イタリア野菜の販路拡大とか、

生産者の増とか、そういったものを掲げてや

ってきたものなのに、なぜ業務改善のほうに

この費用がかかってしまったのかなと、ちょ

っと疑問に思うところでございます。 

   ヘーゼルナッツも予想より予算がかからな

かった。ワインのほうなんかは逆に、この表、

資料を見ますと、予算より大分決算のほうは

かかる予定になっておりますけれども、やっ

ぱりその辺が何かちょっと疑問というか、不

安になってしまうところなんですけれども、

もともと、例えばですけれども、ヘーゼルナ

ッツにこんなに費用がかからなければ、もっ

と違う分野に予算を振り分けて、いろんなこ

とができたのではないのかなと思ってしまう

わけでございます。 

   そういったことを、令和４年度が最後の補

助金制度になりますので、この令和２年度と

３年度の結果を踏まえて、よりもっと地域商

社の方々とここは話合いをするべきかなと思

うんですけれども、こちらはいかがでしょう

か。 

   あと、移住・定住促進については分かりま

した。基本的には相談者の方が100％というか、

基本的には河北町のこの制度を利用されてい

るということが分かりましたので。できれば、

ぜひもっとほかの市町村なんかの意見という

か、比較もした上で、より河北町に来ていた

だけるように、増額なのか、制度の拡大、関

与、緩和かなんか分かりませんが、それも検

討していただければと思います。以上です。

よろしくお願いします。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 新規

就農についてでありますけれども、受入協議

会については技術的なアドバイスをしていた

だいているというところでございます。ただ、

相談に来る方がどこまで本気かと、本気度も

あるかと思います。ただ単に興味本位で相談

をされるのか、ただ、全く知識がない中であ

りますので、どれぐらいの収益がある、そう

いったものは我々のほうで提供できると思い

ます。そこからは、農業をやりたいと言う人

が真剣に考えるということが必要かなと思っ

ています。 

   興味本位で来られて、受入協議会のほうに

技術のアドバイスというふうになりますと、
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なかなか大変なんですね、受入協議会でも。

ですから、その見極めというか、そこも大事

かなと一つ考えてございます。 

   あと、農地取得についてでございますけれ

ども、具体的に相談件数とか、売買件数は中

間管理機構などを通してやっている件数など

はありますけれども、今やはりどうしても条

件のいい土地というものは、平場の大きな農

家さんのほうでどんどん集約化が進んでいま

すので、新規就農者の方が全くすばらしい条

件下の農地を手に入れるということはなかな

か難しいなと思ってございます。 

   ただ、あまりにも条件不利地でありますと、

新規就農、最初折れてしまうというか、とい

うところもありますので、そこは農地の情報

を集約しながら、新規就農者の方には農地を

手当てできるような方向でやりたいなと思っ

てございます。なかなか正直言って難しいと

ころがございます。 

   あと、もう一点、輸出関係でありますけれ

ども、こちらも基本的に、一つの反省としま

しては、レストランから注文を受けたんだけ

れども、そのボリュームを渡せなかったと、

いわゆる生産できずにですね。そういったと

ころの課題も一つあります。そういったとこ

ろもありますので、やはり生産する方、こち

らのバックアップを何とかしていかなければ

ならないのかなと考えているところでござい

ます。 

○齋藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 課長の答弁で足りているのかもしれ

ませんけれども、私の考え方といいますか、

大事な点ですので、ちょっと申し上げたいと

思います。 

   新規就農、イタリア野菜の生産振興につい

ても、果樹、いろんな新しい、米もそうです

けれども、やはりいかに新規就農者を獲得し

ていくかと。これは大事な今ポイントになっ

ていると思います。 

   そういった意味で、本町では受入研修協議

会、本当に親身になった受入れをしていただ

いているわけですけれども、やはり技術的な、

あるいは様々な地域での農業の営み、そうい

った意味での親身になった相談体制というも

のは本当に大きな実績だと思いますけれども、

やはり今、地方での、そして農業への関心あ

るいは興味、そういったものをいかに、先ほ

どの課長答弁にもありましたけれども、プラ

ンまで持っていくかということが大事だと思

います。 

   そこを考える上で、やはり１つは担い手と

所得向上、このセットの育成対策、人がいな

ければ進みませんし、人に対して、食べてい

けるんだという、その所得と、そこをセット

した支援、あともう一つが農地の獲得も含め

た、あるいは賃貸といいますか、リースとい

いますか、そういった制度的な構造政策、そ

してもう一つが補助制度とか、いろんな手当

てはありますけれども、最後はビジネスと農

業も考えれば金融政策です。 

   やっぱりこの担い手と所得向上、そして構

造政策、そして金融制度の支援、やはりここ

をトータルのものとして支援していくという

ことが、これからの農業ということを考えて

いく場合、非常に大事だし、イタリア野菜を

今やっている方々も含めて、新しいパワーが、

マンパワーが必要になってきているというこ

とを考える上でも大事なポイントかと思いま

す。 

   今、町でも、宇野課長のところ、農林振興

課と、あと研修受入協議会、様々な形で町と

して対応を進めているわけですけれども、や

はりここは今、県のほうでも大きな形での新

規就農とか担い手とか、制度的なものはいろ

いろあるわけですけれども、そういったもの

を、今言った３つのポイントをどう地域のニ
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ーズに合わせた形で支援ができるかというこ

とを、それぞれの地域課題あるいは生産者課

題がある、そこにもっと踏み込んだ支援とい

うものを県でも模索しています。今年から一

歩踏み出したところで、今後しっかり進めて

いきたいんだというような話も聞いています。 

   私からは、ぜひ、地元で今進めていること

と、県のそういった地域あるいは具体的な生

産組織、生産者に寄り添った支援というもの

を県としてもアプローチしていきたいと。そ

こを何とか河北町でもイタリア野菜はじめ、

いろいろ考えているし、あと輸出戦略という

ものは、今の円安がどう進むかというものも

ありますけれども、まず香港を皮切りにアジ

アを念頭に置いた輸出戦略というものは、食

料の安全保障とともに、これは日本農業のこ

れからの大きな両輪になっていくと思ってお

りますので。そこはしっかり県の施策あるい

は国の農業政策、そういったものにどう今、

町でやっているということをマッチングさせ

ていくかということをしっかり考えていきた

いと思っております。 

○齋藤委員長 「松田商工観光課室長」 

○松田商工観光課かほく発信・ブランド推進室長 

兼地域産業振興係長 地域商社の運営体勢に何

でそんなにお金がかかっているのかというこ

とかと思いますが、一応この事業のタイトル

が、かほく創生牽引地域商社支援事業とあり

まして、今おっしゃられた部分というものが、

ちょうど、いわゆるかほくらし社のバックオ

フィス、いわゆる会計だの、人事だの、経理

だの、財務だと、そういったものの支援強化

というものが含まれてございまして、そうい

った意味では、そこに経費がかかったという

ことも、一応、今立ち上げ期にあるかほくら

し社においてはあり得ることなのかなと考え

ております。 

○齋藤委員長 「須藤都市整備課長」 

○須藤都市整備課長 移住・定住支援に係る部分

で増額なども視野にというような話でござい

ました。 

   実は毎回、補助金を申請されている方々へ

はアンケート調査なども実施しております。

そうした中で、なぜ河北町を選ぶことになっ

たのかとか、そういうようなものを確認して

います。回答が、昨年度の実績だと大体65％

の回答の中で、河北町以外も検討した中で、

河北町を選んでいただいたというような割合

が、その回答者の約７割、あと残りの３割の

部分は、考える余地もなく河北町に来たとい

うような方が約３割ということであります。 

   河北町では今、移住支援というようなこと

では、起業、就業、あるいは就農、住まい、

暮らし、あるいは子育てと、いろんな観点で

今、移住支援の取組を行っておりますので、

そうしたものを、町の取組を評価していただ

いている効果もあるのかなと思っています。 

   そういったセットでいろいろ移住支援とい

うものを考える必要があるかと思いますので、

そういった全体でのバックアップという部分

をどう考えるかということになるかと思いま

す。以上です。 

○齋藤委員長 「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 町長からもご回答いただきまして、

ありがとうございました。 

   やはり、農業関係につきましては県でも対

策というか、対応も進めているということで

したので、町としてもそれに遅れないように、

ぜひ対応を、検討もしていただければと思い

ます。 

   ただ、ちょっと念のために確認なんですけ

れども、もう一度確認するんですが、そうい

った農地の欲しい人の相談件数は把握されて

いるんですか、実際。売買件数はもちろん分

かると思うんですけれども、ちょっとご回答

がなかったので。その相談件数は把握されて
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いるのかどうかが１点でございます。 

   あと、イタリア野菜に関しましては、やは

り生産者のバックアップはもちろんのこと、

数値的なもの、事業のほうもやはり突き詰め

ていただければと思います。 

   あと、地域商社につきましては、何ともち

ょっと難しいところではあるんですけれども、

これ以上何かというところを、私もなかなか

出てこないところではあるんですが、ただ何

も問題がないというか、まずは進んでいると

いうことが確認できたのかなというところで

はございますが、これ以上につきましては、

今後、委員会としてもまた継続で調査してい

きたいと思います。 

   最後に、移住・定住促進のほうには、最後、

課長からすばらしいデータというか、ご回答

いただきました。７割の人が他市町村を見て

決めたと。３割の人が河北町のみを、河北町

しか考えなかったというすばらしい結果が出

ているということでした。 

   これは、この制度そのものがやはり非常に

優れているものなのかなと、その表れだと思

っております。ぜひ、いろんな形をもって、

町報だけではなくて、本当、山新とか、いろ

いろ使いながら、この制度につきましてはど

んどんと広めていただければと思います。 

   すみません、最後、農地取得の相談件数の

把握だけ、もう一度お聞きします。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 件数

総数は把握していません。把握できないもの

と思っています、細かいものから大きなもの

まで。具体的に、実際に貸し借りに結びつい

たもの、こちらは件数として残っていきます

けれども、全てが町には来るわけでなくて、

当然、農業委員さん、推進委員さんにも相談

がいっているものと思います。 

   あとは、それぞれの地域に中間管理の取り

合わせがありますので、ＪＡ主体、あるいは

北谷地だと改良区に委託していますので、そ

ちらでのマッチングというものもなされてお

ります。 

   相談総数となると、ちょっと把握できない

ところがございます。 

○齋藤委員長 「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 相談件数は把握できていないという

ことだったんですけれども、やっぱりこれは

今後のミスマッチを防ぐためにも、ぜひここ

は把握していくべきなのかなと。相談件数と、

あと相談内容、どういったことでミスマッチ

が起きているのか。場所なのか、土の質なの

か、価格なのか、あるいは契約方法、買う、

売るにこだわるのか、貸し借りにこだわるの

か。そういったものを含めて、やはり相談件

数と内容の把握は大前提として必要なのかな

と思うんですけれども、河北町役場以外にも

相談に行くということであればなおさら、何

たら協議会をもう一度つくれとか、そういう

話ではないんですけれども、共通の認識とし

て、そこは農業委員の方にもＪＡの方にもそ

うですけれども、こういったものはやっぱり

共有していくべきかなと思うんですが、いか

がでしょうか。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 貸し

たい人があって初めて借りられるというもの

が前提だと思います。当然、借りたい、借り

たいとずっと言っている人、どこでもいいか

らという話ではないと思っています。基本的

に、ここを誰かに貸したいんだというお話が

あって、借り手を探すというような今マッチ

ングになっています。 

   たまたまそこに新規就農者があれば、一例

ですと、例えば果樹の成木があるところを手

放したい人がいて、そこに新規就農者がたま

たま入っていったというような、これは偶然
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というと変ですけれども、かなりレアなケー

スかなと思っていますので、一般質問でもあ

りましたように、特に果樹、こちらについて

今後考えていく必要があると。全く果樹の全

体像が分かり切っていないというものが正直

なところでございます。 

   その辺を中心にやっていかないと困るなと。

田んぼはある程度、人・農地プランで集約す

る担い手とか、そういったところも決めてあ

りますので、そちらにというふうになってい

きますので。果樹のほうが大変かなと、そこ

が課題かなと考えてございます。 

○齋藤委員長 以上で７番阿部恭平委員の質疑を

終わります。 

   ここで、10時35分まで休憩とします。 

     休 憩  午前１０時２１分 

     再 開  午前１０時３２分 

○齋藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   ５款から８款までの質疑を続けます。 

   次に、「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 私から２点質疑させていただきま

す。 

   決算100ページの７款１項１目商工総務費、

成果115ページ、かほく創生牽引地域商社支援

事業委託料2,000万円ということで、同僚議員

からも先ほど質疑がありましたが、令和２年

度からの２年目ということで2,000万円の執

行になっています。ちなみに２年度は2,800

万円ということで執行されています。 

   事業内容ということを、先ほど同僚議員も

質疑等々されていましたので、私の聞きたい

ことが足らなかった部分だけ聞きたいと思い

ます。 

   令和３年度の事業内容として、私もちょっ

とその事業内容の計画というものの最新情報

かどうか、ちょっと不安でしようがないんで

すが、あと決算資料の状況調査のほうにも載

っていましたので、大体合っているなという

ことで確認して、質疑を進めたいと思います。 

   まず１番目、事業内容としては、関係人口

の、先ほど案内所ということで、コミュニテ

ィーの形成、移住促進ということで事業内容

を進められています。100％の2,000万円の執

行されているということを念頭に置きながら

お聞きしますが、コミュニティー形成の実績

というものは一体どういうことだったのか。

抽象的な表現で分からないので、その辺詳し

く教えていただきたいと思います。 

   また、移住促進の手法、どういったことを

やってきたのか。それで、どういう成果を上

げられたのか、お聞きしたいと思います。 

   ２つ目の事業内容の項目ですが、かほくら

し社のスタッフ人材育成運営体制の強化とい

うことで、先ほど運営体制の強化は業務改善

のほうで予算が執行されたということを確認

しているということで分かりましたが、人材

育成の実績、これも詳細、どういったものだ

ったのか。ただ人が、人件費が増えたのか、

増えないのか、人の数が増えたのか、増えて

いないのか。そういったことを含めてお聞き

したいと思います。 

   この中の３個目としては、町内産ワインの

試験醸造ということで、この試験醸造という

ものは、私もちょっと情報不足で大変申し訳

ないですが、ワインを造るというと、やっぱ

り道の駅、地域商社イコールという形に捉え

ざるを得ない私の今の頭の中ですが、そうい

ったことで、その試験醸造、要はワインの試

験醸造に関する目標、指導100万円ということ

で事業内容を多分計画されて、合計で200万円

の予算計上になっていたとは思うんですが、

その200万円、実際にそのワイン醸造に関して

どの辺まで進捗しているのか。その辺、地域

商社としてどのくらいの進捗をして、町とし

てはどう理解しているのか。その辺、委員会

を多分知らされてはいるのか、いないか、ち
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ょっと分からないので。先ほど同僚議員も、

地域商社のことにはちょっとブラックボック

スというか、分からない点が多過ぎるという

こともありまして、その辺の進捗をお聞きし

たいと思います。 

   あと、町内産ナッツについては、先ほど執

行状況を見ると、そんなに減っているという

ことで、それは、それ以上の使っている経費

とかもなさそうなんですが、その辺にとどめ

ておきたいと思います。 

   もう一点が、事業内容の指標ということで、

ＫＰＩ、数値的目標、重要業績評価指数とい

うことで、この事業内容を提示されるときに、

令和３年度の増加分の目標として、新規販路

件数70件、海外輸出件数1,000万円、かほくら

しの会員数300人、あと新規就農者２人という

ことでＫＰＩの指標、目標が出ています。 

   先ほど、新規就農者のほうで農林の課長か

ら説明がありましたが、その新規就農者の数、

ゼロ人とお伺いしていますが、その地域商社

が起こしているＫＰＩの支出、この２人、そ

のゼロ、それはイコールのものなのか。その

辺をお伺いしたいと思います。 

   次に、２点目になります。決算107ページ、

７款１項７目道の駅河北費、成果121、122、

令和３年度は、道の駅は河北町観光協会の業

務委託ということで220万円、その他、光熱水

費等々、いろいろ伺っております。 

   ただ、令和３年10月の臨時議会におきまし

て、この道の駅を指定管理したいという議題

が提出されております。なぜ年度途中で指定

管理をするのかということで、私たち全員協

議会のほうに示されたということは、まずは

基本設計の打合せから指定管理者に参画して

もらい、レイアウトやデザインなどに意見を

いただく。町指定管理者、設計業者が連携し

ながら、よりよい道の駅を目指すためだ。２

点目が、指定管理者の事前準備を早くから行

い、グランドオープンに向けて準備を円滑に

進めるためだということで、10月臨時議会で

全会一致で可決されております。 

   そのときの同僚議員の質疑の中でも、指定

管理をされるというものに何か納得いかない

ような質疑をされているように記憶していま

すが、議会の会議録でもいろいろ載っていま

す。それを見る限りでは、道の駅でその人で

使うということ自体がどうも、民間企業の人

件費削減のために地域おこし協力隊とか、い

ろいろ様々な問題が出ているということもあ

りましたし、あとは地方創生交付金について

もいろいろと、地域商社設立の人材育成、運

営体制の強化というところでも支援している

ということなんですが、地域おこし協力隊及

び、そういった観点での指定管理にちょっと

疑念があるなということも発言されたことを

記憶しているところです。 

   先ほど述べました、道の駅の指定管理とい

うことで、なぜそんなに早くやるのかという

理由として、グランドオープンに向けて準備

を円滑に進めるためだということは私たちも

承知しているところでありますが、ではその

道の駅の令和３年度の進捗はどうなっている

のか。それは委員会または議員全員協議会に

諮られているのか。 

   要は、この道の駅のグランドオープンは令

和５年４月ということで、最初から皆さん認

識していて、どうもその進捗が遅れているよ

うな気がします。そんな中で、どういったと

ころで町はその進捗を捉えているのか。それ

をぜひ、３年度の実績で結構ですから、その

辺でお聞きしたいと思います。 

   昨日の同僚議員の質疑の中では、基本設計

は完了しているということは伺っているので、

スケジュール的に見ますと、大体そんなもの

かなということは分かるんですが、その詳細、

３年度はここまでいっているよと、基本設計



- 264 - 

はいいんですが、そのワイン醸造に関して一

向に私たちに情報が入ってこないということ

を含めてお聞きしたいと思います。 

○齋藤委員長 「松田商工観光課室長」 

○松田商工観光課かほく発信・ブランド推進室長 

兼地域産業振興係長 まず、お尋ねの１点目で

すが、移住促進関連の件です。これについて

行った事業としましては、河北町に移住して

商売を行っている矢ノ目糀屋さん、この方を

三軒茶屋のかほくらし社に招いた上での矢ノ

目さんのフェアを開催していると。矢ノ目さ

んの造られたものを販売するとともに、みそ

づくりのワークショップを実施していると。

これは６月22日から７月上旬までやっている

と。これはいわゆる、実際にもう東京から河

北町に移住されている矢ノ目さんの体験を通

して、河北町の魅力を発信するというような

事業がありました。 

   あとは、野菜ソムリエの方をツアーで河北

町にお招きして、いろんな河北町のイタリア

野菜の農場とか見学した上で収穫体験を行っ

たり、冷たい肉そばを食べたりして、河北町

の魅力に触れて、その後ＳＮＳ等で河北町の

魅力を発信していただいて、移住促進につな

げたというようなところが主な事業の内容で

す。 

   その後、実際にそれを通して移住につなが

るような動きがあったかというところは、ち

ょっと申し訳ないですが、まだ今のところは

把握になっておりません。 

   あと、道の駅の、２番目の人材育成のとこ

ろですけれども、まず、かほくらし社の立ち

上げ期においては、物販スタッフ３名、飲食

スタッフ３名を採用していると。それが昨年

の８月に契約更新があって、ちょっとそこで

人数の増減があったかどうか、私、申し訳な

いですが把握していないんですけれども、８

月に契約更新があったということです。 

   あとは、業務改善としましては、就業規則

等を策定して、それを徹底しているというよ

うなことと、あと職務権限などの、そういう

ものを新たに設定して、いろんな事務改善を

図ったというようなことがあります。 

   あと、すみません、ナッツとワインの件に

ついて、ちょっとどういった質問か、もう一

度お聞かせ願えませんでしょうか。すみませ

ん。 

○齋藤委員長 暫時休憩します。 

     休 憩  午前１０時４４分 

     再 開  午前１０時４５分 

○齋藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   「松田商工観光課室長」 

○松田商工観光課かほく発信・ブランド推進室長 

兼地域産業振興係長 大変失礼いたしました。 

   ワインの醸造に関しましては、先ほどの質

問にありましたように、河北町内の２軒の農

家さんに300キロずつブドウの委託をお願い

して、それで委託醸造を行っていると。それ

に基づいて、委託醸造したワインを用いて試

飲会なども行っているというようなことです。 

   ナッツに関しましては、昨年度は町内６か

所に68アール、250本の苗木を植えていると。

先日、山形新聞にも載っていましたけれども、

フレンチレストランのシェフ11人がナッツの

栽培状況を見学に来たというようなことがあ

りまして、今ナッツ研究会というものがござ

いまして、そのナッツ研究会の会員が今現在

300本栽培していまして、2026年度には1.5ト

ンの出荷を目指しているというようなことが

書かれていました。以上です。 

○齋藤委員長 暫時休憩します。 

     休 憩  午前１０時４７分 

     再 開  午前１０時４７分 

○齋藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   「河内副町長」 

○河内副町長 すみません。道の駅につきまして



- 265 - 

は、事前に指定管理者を選んでいただきたい

ということで、既に指定管理者を議決いただ

いているところでございますが、理由につき

ましては、先ほど６番委員おっしゃったとお

りでございます。円滑なオープンを迎えるに

当たりまして、事前に指定管理者を指定して

おきまして、設計の段階から様々な意見を取

り入れると。このやり方については、ひなの

宿のときもそのようにさせていただいたとこ

ろでございました。 

   そういった形で進んでおったところでござ

いますが、様々な理由ということなんですが、

一番大きいものは、やはりコロナ禍の中にあ

って、想定したように進んでいないというも

のが現実でございます。 

   指定管理者を選定するに当たりまして、選

定審査会を開催しております。そのとき……

すみません、話が前後しますが、指定管理者

は公募をさせていただいております。そこに

応募されたものが地域商社でございました。 

   地域商社の立ち上げ支援ということで、私

も第三セクターであります振興公社の代表も

しておりましたので、審査会には関係者とい

うことで入っておりませんでしたけれども、

町の関係課の３名の課長と外部の方３名の、

６名で審査をしていただきまして、その熱意

と、あるいは地域商社の代表権をお持ちの方

が、別の地域での道の駅の経営経験があると

いったことなども踏まえまして、合格という

ことで選定させていただきまして、それを議

案として上程いたしまして、議決をいただい

たということでございました。 

   ですが、先ほど申し上げましたように、コ

ロナ禍の中にありまして、思ったように進ん

でいないというものが現状でございまして、

公募したときに出されました事業計画、資金

計画なるものは当然コロナを想定していなか

ったわけでございますので、変わってきたと

我々は認識しております。 

   また、地域商社も立ち上げまして１年が過

ぎておりましたので、初年度の決算も出てお

ります。ただ、民間企業でございますので、

その決算の中身については、ここで詳しくは

ご説明することは控えさせていただきますが、

厳しい状況にあるということになっておりま

して、さらには商工会からアンテナショップ

の業務委託も受けていたということで、アン

テナショップにつきましても、コロナの影響

で、想定したような進捗にはなっていないと。 

   そういったことで、当然、指定管理の応募

をしてきたときの申請書の書類の中身は修正

を加える必要が出てきたのではないかという

ことで、所管の委員会あるいは全協のときに

一部お話をさせていただいたときに、議員の

皆さん方からのご意見といたしまして、ここ

で一旦立ち止まって、よく状況を確認する必

要があるのではないかというふうになったと

ころでございます。 

   そういった所管の委員会、全協のご意見な

ども踏まえまして、早速、先月、地域商社側

にその旨を伝えまして、事業計画並びに資金

計画、ウィズコロナになるのか、アフターコ

ロナになるのか、ちょっと何とも言えません

が、見直しをかけたものを出していただきた

いということでお願いしたところでございま

すが、なかなか現在まで上がってきておりま

せん。何度かやり取りをしまして、一旦、先

月の末に事務方レベルでは出来上がったよう

ですが、地域商社の決裁の関係かとは思いま

すが、そちらからのまだ決裁が下りていない

ということで、手元には、町には届いていな

いという現状でございます。 

   また、私がこうして答えているのは、商工

観光課の担当課長、あるいは担当している係

の担当の係長、都合により今この場に臨むこ

とができていないということもございまして、
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間もなく戻ってくるものと思っておりますの

で、所管の委員会並びに議員全員協議会から

ご指摘いただいている、見直しをすべき点の

資料を提出いただきまして、ここは一旦立ち

止まって、よく精査をするということで進め

ていきたいと考えているところでございます。 

○齋藤委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 今、副町長の話はちょっと後で置

いておいて、なかなか、先まで、４年度まで

入ったお話もいただいて、ありがとうござい

ます。一応３年度の決算ということで、地域

商社の2,000万円について、詳細を先ほど同僚

議員もお伺いして、今私もお伺いしていると

ころで、大分理解はしているんですが、なか

なかその2,000万円の執行された中身が把握

し切れていない。そうは言っても、地域商社

は民間の企業なものですから、その辺の詳細

まで教えてくれないことは分かるんですが、

その2,000万円の価値、町としてどう捉えてい

るか。 

   その辺も、抽象的でも結構なので、その辺

もやっぱり言ってもらわないと何となく納得

できない。それを、昨年度、令和２年度の2,800

万円にしろ、令和３年度の2,000万円にしろ、

結局、地域商社のための人材育成とか、スタ

ッフの募集とか、いろいろそういった形で地

域商社の支援ということでのうたい文句は分

かるんですが、その辺で町として情報的なも

のを即座に入れて、そういったことになって

いるんだということを把握することが、やっ

ぱりそれも義務だと思うので、その辺のしっ

かり今からの考えとか、地域商社に対する町

の考えなど、お聞きしたいなと思います。 

   あと、もう一点目の道の駅でありますが、

やっぱり先ほどからコロナ、コロナと言って、

事業計画とか、あと当初、指定管理になった

ときの計画からは大分乖離しているというこ

とは存じ上げます。ただ、そういったことで、

指定管理者と町のやり取りの中では、発注者

側と受注者側との約束事が多分あるのではな

いかと思います。 

   今回、決算の資料を見てみますと、道の駅

の管理状態ということで、観光協会に220万円

で委託し、あと光熱費もろもろはかかってい

ることは理解しています。ただ、指定管理に

10月頃になって、どういったことで受注者側、

要は地域商社にお伝えして決めていったか分

かりませんが、そういったことで指定管理料

というものが一切載っていないんですね。そ

れは支払わなくてよかったのか。 

   あとは、その指定管理を支払わないために、

そういった業務報告を怠っているのか。私、

ずっと指定管理のことについて調べていたん

ですが、指定管理を受けた受注者と、町、発

注者側は、指定管理だということで議決され

て、その旨を今回は地域商社にお伝えして、

そこで基本協定というものを結んで、実際に

指定管理を進めていくわけです。 

   その基本協定の中には、事業計画書の作成

ですとか、事業報告の提出が義務づけられて

いるということで約束しています。これは今、

私が見ているものは、前回の道の駅の基本協

定の中身をちょっと抜粋して説明させていた

だいているんですが、そういった形、事業計

画の変更について、即座にやっぱりやっても

らわないとまずいということで、今、先ほど

副町長おっしゃるように、なかなか言っても

出してくれないとか、そういったことが多々、

委員会を通して何かお聞きしています。何言

っても出してくれない。どうなっているんだ

ということで、議員のほうでも少し首をかし

げる場面が多々、道の駅に関しては多いので。 

   その辺しっかり、その指定管理に基づいた

ルール、それをしっかり執行できているのか。

できていないからこそ、そういった事業計画

の変更ですとか、事業報告、この事業報告と
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いうものは、年度終了の30日以内に事業報告

をしなければいけない。今回の決算で、要は

令和４年の３月末に、これは幾ら指定管理料

を払わなかったとはいえ、指定管理となった

以上、事業報告というものは必ずしなければ

いけないということで、もし、協定書、多分

あるとは思うんですが、その辺で決まり事で

なっています。そういったことを含めて、実

際、令和３年度の動きとしてどうだったのか、

その指定管理を含めた動きとして。そのフロ

ーにのっとって、ちゃんと手続は行っている

のか。その辺をお伺いしたいと思います。 

○齋藤委員長 「河内副町長」 

○河内副町長 基本協定につきましては、議会の

指定管理者の議決をいただいた後に速やかに、

これまで町内の指定管理施設は結んでおりま

す。ほとんどが議決日で結ばせていただいて

おります。 

   基本協定の内容に沿って指定管理を実施し

ていただくことになるわけでございますが、

その中にいろんな条件を付してございます。

さらに、年度ごとに、例えば令和３年度、あ

るいは令和４年度、年度当初に年度協定とい

うものをまた別に結ばせていただいておりま

す。２本立てになっているところでございま

す。 

   まずはその基本協定がベースになるわけで

ございますが、今回初めてちょっと、基本協

定の結ぶ条件の不備に気づいた点がございま

して、いつまでというものがちょっと欠落し

ておりました。そういったこともございまし

て、基本的に我々の感覚では議決後速やかに

ということで実施してきたわけでございます

が、その部分につきましては、はっきり申し

上げまして、現在まで基本協定は結べており

ません。 

   職員の名誉のために申し上げたいとは思い

ますが、決して怠慢で遅くて結べていない、

あるいは失念していて忘れていたというもの

ではございません。指定管理者に、指定され

た後に、地域商社と設計者といろいろ打合せ

をしながら道の駅の設計業務に当たっている

ところでございますが、その段階で、公募し

たときの条件にない新たな要求などが出てき

ておりまして、はっきり申し上げまして、そ

の条件が通らないと、オープンしたときに支

障が出ると地域商社側は判断しているようで、

お互いにそこはすり合わせがならないと。考

え方にそごがあると。食い違っている部分が

ございますので、結べていないというものが

現状のようでございます。 

   結んでいただいて、そこは調整するという

ことを強く望みたいとは思いますが、そうい

ったことで非常に、オープンに向けて順調に

進んでいるかといえば、進んでいないという

ものが現状でございまして、さらにはワイン

の醸造に使うタンクでございますが、これが

外国製のものだそうでございまして、例えば

今発注したとしても、年明けの秋口、10月頃

でないと入らないということのようでござい

ます。ですから、来年のワインの醸造もでき

ないと。今年、去年と同じように、委託で醸

造していただくということになってくるよう

でございます。 

   相手側としても、引き受けたからには責任

を持って運営していきたいという考えかとは

思いますが、最初に公募した段階で、指定管

理者側が整備する分、町が整備する分につき

ましては、あらかじめ明確に区分していたは

ずでございますが、なかなか心配なことがあ

ると。また、道の駅が閉鎖されていた期間も

ございましたので、再度、設備関係などにつ

きまして、専門の業者からチェックを入れて

ほしいということもございまして、これも予

算に計上させていただきまして、チェックを

させていただいたところでございます。 
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   その結果、基本的な部分には問題ないとい

う結論はいただいたところでございますが、

そこで営業を始めるに当たりまして、壁のク

ラックですとか、あるいは雨漏りのしみの跡

ですとか、あるいは厨房の備品の関係とか、

いろんな要望が出てきておりまして、その辺

の調整もなかなか難航していたというものが

現状でございます。 

   そういったことばかりが原因ではないかと

思いますが、担当の部署の職員については大

変苦労しているというような状況でございま

す。 

   それから、議決いただいている指定管理の

期間というものは来年の４月１日からになり

ますので、そこから指定管理で入った期間内

の業務の報告ですとか、そういったものは基

本協定の中で結んでいるという内容になって

おりますので、今はまだ入っていないという

段階でございます。 

○齋藤委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 地域商社の支援の2,000万円の件

については、いろいろと同僚議員も質疑され

ておりますので、それは今後頑張ってくださ

いとしか言いようがないんですけれども、そ

の辺でやっぱり目を光らせて、そういった事

業内容でどういったことになっているのか、

あと結果報告、やっぱりそういったものをし

っかり把握しておかないと、ただいいように

お金を使われているような気がします。 

   何ぼ民間企業だからといって、全部ブラッ

クにしているわけではないと思います。オー

プンにしていただくことはオープンにしてい

ただいて、やっぱり町の発展に少しだけでも

いいですから寄与していただかないと、地域

商社発展も分かりますよ。ただ、町のために

も発展してもらわないと非常に困ると思いま

す。 

   あと、２点目の道の駅ですけれども、今私

もなかなかその情報というもの、事業報告、

事業計画の見直し、指定管理になったがため

に、そういったことで一応私も調べていたん

ですが、やっぱり基本協定を結んでおくと、

発注者側、受注者側の責任範疇とか、いろい

ろ制約されて、あと報告ですとか、計画の見

直しですとか、そういったことを容易に多分

できると思います。 

   いまだ基本協定が結ばれて、令和４年度の

話ですけれども、まだ決まっていない。３年

度中は全然基本協定もなかったということで、

ただ指定管理は令和５年４月からですという

ことをいただいたんですが、それにも、やっ

ぱり指定管理を受けた以上、その受けたほう

も責任を持って頑張っていくという姿勢をう

かがえるということなので、そういったこと

を含めて、やっぱり町としては適切に判断し

て、「ホウレンソウ」ですか、報告を受けて、

こういったことはどうなんでしょうかとか、

あとは、うちの総務産業常任委員会もござい

ます。その辺の情報を的確に入れていただか

ないと、本当に委員会としても困っていると

思います。 

   令和５年４月にはもう道の駅のグランドオ

ープンがないということで、今、副町長の答

弁もありましたが、その辺も今回の令和３年

度の決算においては、令和５年４月にオープ

ンするという、皆さんそういった思いで決算

委員会に臨んでいますので。その辺も含めて

情報の共有をやっていただかないと、不信感

しかないです。私個人的な意見と申しまして

は不信感しかないです。 

   本当にそのお金が適切に地域商社に落とさ

れて、地域商社に適切に事業発展のため、河

北町発展のため使われているのか。また、道

の駅ですけれども、町民が本当に期待してい

ます。ただ、本当にワインができるのかと、

いまだ私も疑念を持っています。タンクが来
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ないということも、また令和４年度の話なの

かもしれませんが、本当に大丈夫なんでしょ

うかということしか私は言えないんですが、

その辺、大丈夫なんでしょうか、町長。道の

駅は大丈夫なんでしょうか。 

○齋藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 １つは、副町長答弁にありましたけ

れども、議決もいただきましたが、来年の４

月のグランドオープンを目指すということで、

指定管理もそれに向けて準備を進めるんだと

いうことで、余裕といいますか、あらかじめ

の指定管理ということでも議決をいただき、

町として進めていく準備、そして、そこに、

最終的にはその施設を生かして、道の駅を再

生していく、そこを担うものが指定管理者で

ありますので。そこは、出来上がってからど

うぞ使ってくださいではなくて、しっかり道

の駅からの、これからのグランドオープンに

十分な準備を、先ほど「ホウレンソウ」と言

いましたけれども、十分連絡調整しながら進

めるという意味で進めてまいりました。 

   いろいろ、タンクの納入とか、あるいはコ

ロナによるビジネスプラン、何よりも道の駅

の成否も指定管理者のしっかりした経営基盤

というものも上に進めていく必要があるとい

うことでありますので。 

   そういった意味でいうと、先般の委員会、

そして全協の中でもいろいろ質疑いただきま

して、ここはコロナの影響も含めて、ビジネ

ス、指定管理の前提となっているところのプ

ランを立ち止まってしっかり精査していくと

いうことであります。 

   したがいまして、ちょっと答弁長くなって

申し訳ありませんけれども、そこはしっかり

やっていく必要があるなと。立ち止まってと

いう部分も、立ち止まってということで、ず

るずるとということではないし、できるだけ

早期のオープンを目指していきたい。ただ、

現時点としては、４月のオープンというもの

は厳しいし、そこにはこだわらないと。むし

ろこだわらないほうが、しっかりしたグラン

ドオープンにつなげていくためには必要なん

だろうという今、立ち位置かなと。 

   ただ、いずれにしても、そのビジネスプラ

ンを見ながら、今後の工程も含めて、しっか

り進めていく必要があると考えております。 

   大丈夫なのかということですけれども、大

丈夫なスタートに向けて、商社としてはスタ

ートしているんですけれども、道の駅の指定

管理者としての商社のスタート、そして道の

駅のスタート、そこをきちっと進められるよ

うに、職員には苦労をかけていますけれども、

しっかり対応していく必要があるなと思って

おります。 

○齋藤委員長 「６番東海林信弘委員」 

○東海林委員 令和５年４月のグランドオープン

にはこだわらないという町長の答弁がありま

したが、私たちはこだわっているんです。５

年４月にグランドオープンするということを

こだわって、その前提で質疑とか、いろいろ

皆さん資料を抱えてやっているんです。こだ

わらないという意味自体も私はちょっと納得

いかないんですが、町長の施政方針とかいろ

いろありますけれども、そこまでいくとちょ

っと令和３年度の決算の質疑には当たらない

かもしれませんが、やっぱり私は本当にこだ

わってほしいんです。こだわって、こだわっ

て、いい道の駅、今まで休んでいましたから、

それをしっかりこだわってオープンさせてい

ただきたい。それを熱望します。 

   また、先ほど副町長答弁にありましたけれ

ども、指定管理の基本協定について、いまだ

に３年度はなっていない、いやいや、今年度、

今、９月でもまだなっていない。質問いいで

すか。いつやるんですか。 

○齋藤委員長 「河内副町長」 
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○河内副町長 基本協定の締結は、我々の認識で

は議決後速やかにという認識でおりますので、

現在まで結べていないということは非常にま

ずい状況といいますか、速やかに結ぶように

努めます。 

   ただ、今後の進め方でございますが、相手

方の想定していたビジネスプランどおりには

進んでいないと今申し上げているところでご

ざいますが、明らかにその財務内容といいま

すか、経営状況などにつきましても、ここで

一度立ち止まりまして、しっかりと確認をし

まして、果たして、無理して今、指定管理者

を受けていただいて始めることが正解なのか、

あるいは財務体質を改善して、経営内容がし

っかりとした段階で改めて考えていただくほ

うがいいのか。そのつなぎまでということで、

今、観光協会で今月いっぱいエレベーターの

工事が入るまで仮オープンのような形を取っ

ておりますけれども、そういう形で方法をい

ろいろと考えまして、できるだけ来年の４月

には道の駅を開けると。指定管理の方法につ

いては、どういう形になるのかは、そこは今

後の相手方との話合いにもよりますけれども、

そこはうまく進められるように、あらゆる手

を尽くしていきたいと考えます。 

○齋藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 ４月のオープンにこだわるのか、こ

だわらないかということですけれども、私、

先ほどの意味で申し上げたものは、できるだ

け早くオープンしたいという、当初４月のグ

ランドオープンというものを進めるという前

提で進めてきたわけですので、何とか４月の

グランドオープンを目指したいというところ

はあります。 

   ただ、そのとき、当初描いていたワイン醸

造の部分のいろんな機器とか、やっぱりそう

いったことも、今、副町長、これからありま

すけれども、当初描いていたとおりの姿で４

月ということではちょっと厳しい状況もある

のかなと。そういう中で、４月、どういった

形でオープンを目指せるかということも含め

て、今後いろいろ指定管理者側とも町として

も調整を取っていくべき部分なのかなと思い

ます。 

   今、副町長が答弁した内容と、私のこだわ

らないというところは、そごがあるというこ

とではなく、今後調整していく部分だと考え

ております。委員の、４月オープンはこだわ

るべきだろうというご意見はしっかり受け止

めさせていただきたいと思います。 

○齋藤委員長 「河内副町長」 

○河内副町長 すみません、補足させていただき

ますが、現在も農家の方々にお願いしまして、

ブドウを栽培契約していたり、あるいは今後

に向けてナッツの栽培もお願いしたりしてい

るところでございます。そういった農家の皆

さんにはご迷惑がかからないような形で進め

られるよう努めてまいりたいと思います。 

○齋藤委員長 以上で６番東海林信弘委員の質疑

を終わります。 

   次に、「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 それでは、私から４点質問いたしま

す。 

   まず、決算書98、成果111、６款１項９目６

次産業推進費です。先ほども同僚議員が香港

関係の内容について申し上げましたが、この

700万円ぴったり、これが使われているわけな

んですが、どういう勘定科目の中でこの700

万円が動いたのかなということが、私は非常

に疑問に感じました。 

   総務産業常任委員会の議案調査の中でも質

問いたしましたが、なかなか香港市場に入り

込めないわけは、関税問題とか、輸送費コス

トがかかるとか、様々なことをちょっとおっ

しゃっていました。しかし、もう既に、町長

も向こうのほうに行かれて、時間もたったと。
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何でこんな内容でもたもたしているのかと。

スピード感持ってというふうな話で、今回の

議会はいろいろ話が出ていますが、全く私は

スピード感のないような、事業計画が乏しい

内容かなと思って残念でなりません。 

   香港のほうは、私も市民権を獲得しまして、

２年間向こうのほうで駐在いたしました。よ

く分かります。800万人の人口がいて、マカオ

なんかも近くにあるという内容で、市場その

ものは、私は最高のやはりロケーションかな

と思っています。 

   時間をやはり温め過ぎずに、もっと短時間

で軌道に乗るようなことをするために、どう

いう方策で、どういうプロセスを取ればいい

のかという内容の詰めが非常に私は甘いと思

っています。 

   町のほうは、商工会に委託したと。そうい

う流れなんでしょうが、もっとやっぱりその

辺のところの中身について、きちんと我々に

対して報告もお願いしたいなと思っています。 

   まず一番は、例えばイタリア野菜の王様と

いうふうに、トレビーノ、商工会のあの作業

小屋から出ていった場合、何日でお客さんの

下に着くのかと。そして、日本で売りたい価

格は幾らなのかと。そして、輸出梱包が必要

ですので、輸出梱包のバケットはどのくらい

かかるのかと。そして、どこに持ち込むのか

と。当然、船というふうな内容にはいきませ

んので、飛行機になるわけなんですが、山形

空港で乗り継ぎするのか、それとも仙台空港

に運ぶのか。そして、毎日出ているわけでは

ございませんので、きちんとその便を指定し

て、何回かトライをして、そしてお客さんの

下に届いたイタリア野菜がどういう品質で届

いたかと。そういうことがこの１年間でされ

たのかなというふうなことが全くお話ござい

ませんでした。 

   生産者が少ないから供給量が難しい。そん

な話は最初から分かっているはずですよ。そ

れを乗り越えて、やはり海外に持っていくん

だと。そういう強い気持ちの下で、このプロ

ジェクトというものはやっぱり立ち上がった

と思いますので。しかも、真っ先に町長が行

って、向こうの香港市場でお客さんとお話を

して、そういうことをやっておきながら、も

たもたするような状況というものは、私はも

うあり得ないと思います。これは民間だった

ら全く話にならないようなお粗末な内容では

ないかなと思っています。 

   ですから、日本で１個、トレビーノが800

円で売っているよと。向こうに着いたときの

値段が幾らだと。そして、香港市場に出てい

る野菜と比べて値段が高いのか低いのか。そ

して、お客さんのレストランのほうでどれだ

けのマージンが得られるようなことになるの

か。それをきちんとやっぱりやって、初めて

そこから商売の道が開けるんだと私は思うん

ですよ。それが全くないままに、香港、すご

い市場があるからやりたい、やりたいと言っ

たって、これは駄目な話ではないかなと思い

ます。 

   この700万円の使った道として、そういう輸

送コストがどれだけ、品質がどれだけになる

かという内容のチェックをこのお金の中でさ

れたのか。そして、評価はどうだったのか。

その辺のところをまずお聞かせ願いたいなと

思います。 

   続いて、成果115ページ、決算書100、商工

観光費ということで、先ほど同僚議員が地域

商社2,000万円のことについていろいろ話を

されました。私も全くそのとおりだと思いま

す。令和３年度で２年目が終わったと。そし

て令和４年度、最後の交付金の出る年です。

そして、普通だったら３年目が終われば、自

分で商売が、道が開けるというところまでな

らない限り、これは駄目なわけですよ。 
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   そういう情報伝達を我々にも与えていただ

いていないと。それはすごく私は残念なこと

かなと思います。全て予算どおり使い切って

いる、使い切っているというふうな内容で、

３年目、交付金がなくなって、その事業が縮

小したとか、もしくはできないと、そういう

ことになれば、誰がやっぱり責任を取るんだ

と。やはり責任の所在というものも、今回は

商工会も行政も、やっぱり民間の企業も重な

るというふうな内容で、きちんとその辺のと

ころは責任、分担、区分というふうな内容で

職務分掌をしっかりして、私はやるべきでは

ないかなと思っています。これについても、

ある程度お答えいただければなと思います。 

   あと、もう一つ、かほくらし社の経営が非

常に大変だという先ほどのご答弁がありまし

た。私も大変だなと思います。そして、大変

なところと、道の駅、５年間の契約を結ぶと

なったときに、お金がないと、道の駅、最初

の１か月、２か月はお客さんが来てくれたと。

しかし、なかなかその後、満席にならないと、

経営が厳しいと。そして、このまま企業とし

てやり続けることができないというふうなこ

とが、先ほどの答弁の中で、私はやっぱり感

じ取りました。 

   頑張って半年やって、そこから先は民間の

ほうがお金が続かないとなったときに、誰が

責任取るんだと。これだけの大金をかけて、

今もやっぱり１億円近くのお金をかけて直そ

うとしているわけですよ。そうしたときに、

相手方から５年間の契約をちゃんと結んだん

だと。そして、道の駅、オープンしない状態

で、前の道の駅のようにずっと開けない状態

が続く。そういう状態にも私はなりかねない

のではないかなと思います。 

   やはり商売というものは、相手方のどれだ

けの損益が得られている会社かという内容と、

どれだけやっぱり蓄えがあるかと、どれだけ

の信用調査があるかということをしっかり見

極めた上でやらないと、やっぱり取引できな

いですよ、おっかなくて。やっぱり民間企業

というものは、それだけの努力をしっかりし

てやっているという内容ですので、行政のほ

うは国からの交付金という内容で、誰も損は

しない内容かもしれませんが、やはり町民の

利益にはつながってこないのではないかなと

思いますので。 

   本当に決算という内容がどうなっているか

ということを私は出すべきだと思いますよ。

みんなに公開するというわけではなくてもい

いですよ。副町長と町長と所管の課長だけで

もいいと思いますよ。その中でしっかりと、

この会社は結んでも大丈夫というふうになら

ない限り、私は立ち止まるというふうな内容

も必要かなと思います。資金的にやっぱり余

力があるような企業とタイアップすべきだと

思っています。 

   続いて３点目、決算書の100、成果115、７

款１項２目商業振興費、かほく魅力発信業務

委託料ということで150万円、物産品の販売な

どを通して、首都圏で河北町の魅力を発信し、

首都圏からの誘客を図るため、埼玉県さいた

ま市のまるまるひがしにほんでのイベント開

催を商工会に委託したと。一応150万円を使っ

ています。どんな感じだったのかなと。そし

て、河北町の産品をどのようなものを持って

いって、どのような販売の仕方をして、そし

てどれだけの販売額があったのかなと。また、

河北町の名前をどういう形で知っていただい

たのかなと。次もある企画なのかなと。その

辺のところを所管の方にお伺いしたいと思い

ます。 

   あと４番目、最後になります。成果の162

ページ、８款４項３目図書館費です。施設整

備費という内容で、カンシン、感じるところ、

あとシンは、地震の震……。 
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○齋藤委員長 ５番委員に申し上げますけれども、

款が違っています。そこは次の款です。 

○吉田委員 すみません。じゃあ、次のときに言

います。 

   じゃあ、今の３点お願いいたします。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 本事

業につきましては、グローバル産地形成支援

事業、農商工連携産地づくり推進事業として、

令和元年度から商工会へ委託して実施してま

いりました。 

   これまでの事業を少し振り返らせていただ

きますと、令和元年度では香港に実際に参り

まして、レストラン２か所でのレストランフ

ェア、あるいはトップセールス、実際に輸送、

保管の検証、あとは検疫、残留農薬、その規

制の対応等々をしてまいりました。併せて、

視察研修等によりまして、イタリア野菜研究

会の体制も強化してきたということでありま

す。 

   ２年目としては、当初、マカオ、タイへも

伸ばしていきたいというような計画でありま

したけれども、コロナ禍によりまして、香港

のレストランで６か所で夏野菜のサンプル提

供によって市場調査をしたと。また、同じレ

ストラン７か所、小売店１店舗で市場調査を

したというような内容になっています。同様

にレストランフェアも開催しているところで

ございます。 

   ３年目の事業内容でございます。３年目の

事業内容は、やはり直接行くことはかないま

せんので、香港のレストラン７か所で、あと

はプライベートキッチン、あと小売店３か所、

あるいはオンラインショップ、ＥＣサイト、

こういったところも始めました。そこで夏野

菜のサンプル提供、市場調査をしたというも

のでございます。 

   これまで同様、レストランの１か所でレス

トランフェアをやったということであります。 

   あとは、ずっと継続していますけれども、

イタリア野菜研究会の体制強化というものも

併せてやってきたというところになります。 

   こういったところでの経費というところで、

令和３年度については700万円ということで

あります。 

   具体的に、先ほどあったような、ちょっと

細かい数字は今、実績報告として私の手元に

資料はございませんけれども、今後やはり輸

出の専門的なところ、ジュピター・ジャパン、

ジュピター・グローバル・リミテッドですか、

こことまず提携しながらやってきたというこ

とであります。あと、県内にもジェトロです

か、そういったところからも成果の内容等に

ついてアドバイスをもらうという今後の計画

になっているようでございます。 

○齋藤委員長 「松田商工観光課室長」 

○松田商工観光課かほく発信・ブランド推進室長 

兼地域産業振興係長 それでは、７款１項２目

のかほく発信事業の中で行った事業としまし

て、まるまるひがしにほんでの観光フェアと

いうことで、まず１回目は、そこに書いてあ

りますように、７月３日から４日まで、山形

河北町さくらんぼフェアということで行って

あります。来場者数8,944人、売上げは49万

6,330円です。これはその名のとおり、サクラ

ンボを販売したということですが、併せて丹

野お茶店のペットボトルのお茶とか、あと、

まきの農園のスティック米を来場者の方にプ

レゼントして、魅力を発信しているというと

ころです。 

   次に、２回目が９月23日から25日までの、

おいしい秋かほくらしフェア2021ということ

で、これは売上げが102万7,148円です。内容

としましては、河北町産のシャインマスカッ

ト、あと秘伝豆を中心とした農産物の販売、

あとは町のパンフレットなどを配布してプロ
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モーションを行ったと。あと、イベントとし

ては、秘伝豆の詰め放題などを開催しており

ます。 

   次、３回目ですが、11月12日から14日まで、

これは、かほくらし秋の大収穫祭ということ

で、売上金額91万2,343円です。内容としまし

ては、河北町産米のつや姫、雪若丸の販売、

あるいは果物としまして、リンゴ、ラ・フラ

ンス、野菜、イタリア野菜を販売したという

ことで、あとイベントとしましては、米10キ

ロ以上購入された方へは送料無料サービス、

あとは限定300名様にお米とかリンゴ、ラ・フ

ランスをプレゼントしたというような内容に

なっております。 

   令和３年度の事業としましては、今言いま

したように物販を中心とした内容でございま

した。 

   今年度に入りまして、また同じような事業

を展開しているわけですが、今年度は、物販

といいますとやっぱり、そのときちょっと会

話はあるかもしれませんが、物を売って、買

っていただいて、帰られてということで、ひ

もづけがなかなか難しいところがあるという

ことで、ちょっとお客様とのコミュニケーシ

ョンを図ろうということで、今年６月に行っ

た際には、山形の方言クイズというものを実

施しまして、こういう方言があるんですが、

何という意味でしょうというような、クイズ

形式なイベントを展開しまして、そこでやっ

ぱりお客様と会話をすることによって河北町

に親しんでいただくと。会話を通すといろい

ろ話もできますので、それをきっかけづくり

として名刺なんかを渡しまして、何かあった

らここに電話くださいとかというようなひも

づきを展開していきたいなと思っております。

以上です。 

○齋藤委員長 「河内副町長」 

○河内副町長 私から、道の駅のことでございま

すが、５番委員おっしゃるとおりかと思いま

す。以前のようにオープンしたのはいいが、

何らかの支障が生じて、あるいは経営状況が

芳しくなくて、また閉じてしまったというよ

うなことにならないように、そこはしっかり

と、指定管理者に選ばれてはおりますが、そ

の開始時期、あるいは指定管理を改めて受け

る方法などもあるのかなとも思います。 

   経営状態が厳しいことが分かっていて、そ

こを目をつぶって選定していいのかと。当然

そこは責任が生じてくるかと思います。多大

な迷惑が関係者にもかかりますし、町民の方

にもご迷惑がかかるかというふうになるかと

思いますので、そこはしっかりと、ここは、

先ほどから申し上げておりますが、一旦停止

しまして、よく精査をして今後進めていくと

いうやり方を取りたいと思います。 

   あと、関連いたしますが、農林のほうで実

施いたしました、主に香港向けの営業活動だ

ったわけでございますが、その実績報告とい

うものが、何々をしたと、そういうイベント

的な、あるいは営業活動的な報告が最初届き

まして、この700万円の内訳ですね、何に幾ら

使ったというものが明確でなかったというこ

とで、前の増川課長のときに一旦お返ししま

して、出し直しをさせていただいたというよ

うなことなどもございました。 

   なかなか地域商社側でさせていただいてい

る業務ではございますが、担当する社員が不

慣れなところもあるかとは思いますが、マン

パワーも足りないということで、様々な業務

を一旦、商工会を経由して地域商社にお願い

するということを町では今やっておりますが、

支援はまだ必要な段階なのかなとも見ている

ところでございます。 

   それから、まるまるひがしにほんの件でご

ざいますが、これはもともとは、おひな様を

通じて交流のありました岩槻の人形組合のご
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紹介をいただきまして、大宮駅の、本当に一

等地であります東口のほうで物産販売をさせ

ていただいています。 

   先ほど松田室長が申し上げましたように、

町のＰＲなど、イベントなどを併せて実施し

まして、町のＰＲということで職員も行きま

して、物産販売の手伝いなどもさせていただ

いております。アンテナショップから来て販

売しているわけでございますが、そこの人数

も限られているということで、様々な形で支

援をさせていただいているところでございま

すが、これにつきましても、アンテナショッ

プだけのもので果たしていいのかということ

で、担当課には話をしたことがございます。 

   もともと観光協会なり振興公社なり、ある

いは認定農業者の方にお声がけをして、町の

物産を持っていって販売しているというもの

でございますので、独占になっているような

状況下もありますので、そこは公平にさせて

いただきたいというようなことも話をするよ

うに指示をしているところでございます。 

   以上、補足させていただきました。 

○齋藤委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 

   まず、最後に副町長がお話しされた物産の

販売のことなんですが、やはりいろんな事業

所が河北町内にはありますし、いろんな農産

物を作られている方々もたくさんいらっしゃ

いますので、公平性を一応できるだけ保つよ

うな形で、そして、より多くの方々に収益と

いう形で還元されるような内容をお願いした

いなと思っています。 

   この150万円なんですが、旅費交通費なんか

も含まれているわけですか。これを１点お聞

かせください。 

○齋藤委員長 「松田商工観光課室長」 

○松田商工観光課かほく発信・ブランド推進室長 

兼地域産業振興係長 経費内訳、出ていますが、

旅費というものはありません。中身としては、

スタッフの人件費ですとか、会場の使用料、

あるいは物の送料などがございます。 

○齋藤委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。今後とも

非常に、魅力アップというふうな内容で、河

北町の商品を全国に広めていただければなと

思っています。 

   あと、６次産業のほうの、一応、香港市場、

あとマカオ市場をにらんだ商売なんですが、

金銭的に本当にここで作ったものを向こうに

持っていって、皆さんが潤うような商売にな

るのかと。それをちょっとお聞かせください。 

   今現在ある程度のコストというふうな内容

は出ていると思いますので、日本のレストラ

ンに納めた場合は、物流経費もかけてこのぐ

らいで東京のレストランに納めていますよと。

それが500円でしたと。それが、香港市場のレ

ストランに納めたときに1,000円になるんで

すか、1,500円になるんですかと。そして、向

こうのレストランが継続して買ってくれるよ

うなコストを出せるのかと。それが一番の商

売のやっぱり基本だと思うんですよ。我々も

ボランティアでするわけでは決してないので。

お願いします。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 令和

３年度だけで申し上げますと、令和３年度、

先ほども申し上げましたけれども、レストラ

ンあるいはプライベートキッチン、こういっ

た小売店で、こちらでサンプルを提供しなが

ら販売、取り扱っていただいたわけですけれ

ども、鮮度、品質、こちらにはかなり高い評

価を得たということでございました。ただ、

やはり価格面、ここがネックとなるようで、

直接今回提供したところとの継続的な取引に

は今回は結びつかなかったというような令和

３年の成果でございました。 
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○齋藤委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 やはり利益率がどのくらいという内

容が商売の基本だと思いますので、あまり足

かせになるような内容よりも、いろんなイタ

リア野菜がやはりもっと市場に出回るような

内容というものもきちんとやっていただいた

上でお願いしたいなと思っています。 

   あと、かほくらし社のことですが、先ほど

の答弁にあったように、いろんなやっぱり問

題があると思います。しかし、５年間という

長期契約を結ぶという内容になったときに、

やはり自己資金力という内容が、最初の１年

ぐらいは商売なんか全くできませんよぐらい

の資金力を自前で持って運転資金に代えてい

かないと、今度、商品提供が、あそこはちょ

っと苦しいんだってというふうになってしま

うと、誰も納品業者が納入しないという事態

も十分これはありますので、その運転資金が

きちんと保てるような委託先でないと私は駄

目だと思います。やはり商売というものは信

用が第一番ですので。 

   今は行政がついているからあそこは大丈夫

だというふうな内容かもしれませんが、なか

なか行政のほうもそんなにお金を続けて出す

わけにいきませんので。きちんとやっぱりそ

こは捉えていただいて、いい道の駅になって

いただければいいかなとはちょっと思ってい

ます。 

   以上で質問を終わります。 

○齋藤委員長 以上で５番吉田芳美委員の質疑を

終わります。 

   次に、「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 最初に、決算書の101ページにありま

す河北町起業支援事業費の補助金500万円に

ついてお伺いします。 

   前段で聞いた方がいらっしゃいまして、今

回はお二人いらっしゃったと。２人で、ある

方には350万円だったと聞いております。 

   要するに、町の篤志家から1,000万円を起業

支援、新しくする人のために使ってほしいと

いうことでもらっているわけでありますが、

町としては、新しくする人には５分の４以内

で500万円を限度として、それを資金としてぜ

ひ起業してほしいと、こういうことだと思う

んです。これが２人になってしまうと、半分

に、250万円になってしまうのか。あるいは、

私たちも、河北町に来て商売やらないかと、

500万円補助あるよと、いろいろ友達に。いっ

ぱい来たら減ってしまうのか。町の姿勢はど

こにあるのか。 

   起業、新しく仕事を増やしましょう、河北

町に来てやりませんかと。そして、経済効果、

あるいは雇用を拡大する。町の姿勢はどこに

あるのか。その篤志家の1,000万円しかないの

か。そこに町として、多くの人がそういうふ

うにしようと思ったら、町で出してでも支援

する意思はないんですか。 

   要するに、その方がありがたいことに1,000

万円出してくれた。じゃあ、人が増えたら減

ってしまうのか。町の姿勢はどうなんですか。

実際のその中身、どうなっているのか。 

   数年前に飲食業をオープンした方がいらっ

しゃるんです。500万円頂きました。今回２人

のうちの１人も飲食店を希望しましたが、350

万円だという理解での、何が違うんですか。

同じく河北町で起業やりますと、新しくお店

を出しましたと。500万円もらえる人と350万

円しかもらえない人がいるわけです。その実

態をお伺いします。 

   次、決算書の109ページです。７款商工費の

中の10目にありますべに花温泉ひなの湯につ

いてお伺いします。これはコロナで確かにち

ょっと大変だということで、三十何万人、前

までずっと入っていたものが、令和２年、令

和３年と22万人ぐらいに落ち込んでしまった

と。その中で赤字だというようなことで、値



- 277 - 

上げということをしたわけでありますが、そ

のときに私はたしか、値上げしたら絶対お客

さん減るよと。だから、値上げをすることは

やむを得ないとしても、それだけではないと。

値上げさえすれば問題が解決するわけではな

い。お客さんが来るための何らかの方策をし

ないと、値上げによってますます減るよと、

ますます大変になるよということを議会で申

し上げた経過があります。 

   そのために、令和３年度はどんな手だてを

町として施したのか。その効果がどういうふ

うにあったのかをお伺いします。 

   以上２点、お願いいたします。 

○齋藤委員長 委員長から申し上げます。４番佐

藤修二委員の質疑の途中ですが、ここで昼食

のため午後１時まで休憩とします。 

     休 憩  午前１１時４８分 

     再 開  午後 １時００分 

○齋藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   本日、午後から３番槙正義委員が欠席にな

りますのでご了承ください。 

   ５款から８款までの質疑を続けます。 

   「松田商工観光課室長」 

○松田商工観光課かほく発信・ブランド推進室長 

兼地域産業振興係長 それでは、私からお答え

します。 

   ７款１項１目、起業支援事業補助金に関し

てですが、まず、これは予算額が決まってい

まして、商工の起業支援に当たる部分の予算

は毎年600万円という予算が決まっておりま

すので、この600万円の枠で補助がなされるわ

けですが、その金額の配分につきましては、

まず応募いただいて、その応募者を今度、審

査会で内容を審査する過程がございます。そ

こには商工会を代表する方とか、金融機関を

代表する方、谷地工業団地を代表する方、花

ノ木工業団地を代表する方、それに副会長が

入りまして、５名の審査委員で、その事業の

プレゼンテーションを聞いた上で、それを基

に点数づけを行います。 

   その点数づけの中身でございますが、項目

としまして10項目ありまして、商品やサービ

スに特徴があるか、提供方法は妥当か、新規

性、独創性はあるか。市場性、成長性はある

かなど10項目あるわけです。そこで、その審

査員の方が自分のプレゼンテーションを聞い

て感じたものに対して、零点、３点、７点、

10点という点数、どこかに丸をつけていく方

式で、点数によって審査されていくと、そう

いった過程を経て、令和３年度は150万円と

350万円というような結果になったというこ

とでございます。 

   続きまして、ひなの湯が料金改定に伴って

入場者数が減るだろうということに対する対

抗策というか、措置につきましては、いろい

ろ行っておりますが、中でも産学官連携で行

っていました谷地高生とのコラボによるワン

プレート料理というものを３月５日から31日

に期間を限定して販売しております。 

   また、ひなの湯の公式アプリというものを

つくりまして、これは無料でダウンロードで

きるものですけれども、そこではクーポンと

か、いろいろ情報を提供するようなアプリも

９月から運用開始しております。４年の９月、

今現在ですと2,143件がダウンロード済みと

いうことであります。 

   あと、細々としたイベントがございますが、

クリスマスイベントとかハロウィンイベント

など、各種様々なイベントも通しまして集客

の向上に努めてまいりました。以上です。 

○齋藤委員長 「河内副町長」 

○河内副町長 補足させていただきたいと思いま

すが、令和３年度の分につきましては、町内

の篤志家の方から頂いたご寄附を財源にして

おりますが、令和４年度は町で、令和３年度

の執行残額がどのようになるのかは分からな
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い時点での予算化でございますので、ある程

度残る場合もあるんですけれども、不足分に

ついては町で、財源的にはふるさと応援基金

なんですが、そちらから充当しまして、例年

どおりの予算を確保しているというものであ

ります。 

○齋藤委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 まず、河北町でぜひ起業し頑張って

ほしいと、商売やってほしい、あるいは会社

を起こしてほしいと、こういう気持ちだと思

うんですが、まず行政としてやるべきことが

いろいろあるわけですが、それにはやっぱり

何らかの、町としての手だてをしなければな

らないのではないか。つまり、広報や何かで、

起業する人にはお金を出すよというふうな、

限度額500万円としてなんていうことを載せ

ているものもあるんですが、具体的にいろい

ろな、例えばの話ね、大分前でしたけれども、

ちょっと見たものに、過疎のまちの奇跡とい

うものがありました。これは見た方もいらっ

しゃると思います。 

   一部上場会社の社長が過疎の小さいまちに

行って小中高に講演、会社をやりませんかと。

自分で社長になりませんかと、講演した。そ

して、その後また会社をつくるということが

どんなに簡単なことか、誰でもできるんだよ

ということを、ずっとそうやって教えた。そ

の後に今度、グループで、やりたいことはあ

りませんか。すると、子供たちが、こんなこ

とやりたい、ああいうことやりたい。これだ

ったら、こういうふうにやれば起業になるよ、

これだったら、こういうことを考えれば、こ

ういうやり方をすればできるよと。そういう

指導といいますか、教え方もやっています。

現実に、高校を出て、すぐそのまちで起業し

て社長になったグループもあったようです。 

   そういうやっぱり種まきをしなければ、町

で。そういうふうに起業を支援するよと、新

しくする人に補助金を出すよと、いろいろお

知らせすることはいい。それ以上に種まきを

しないと。種をまかない限り花は咲かない。

それも町の仕事の一つだと思いますが、その

辺に対する、起業しようという部分の呼びか

けをどのように考えるかということ。 

   それから、大体、令和３年度の分は分かり

ました。取りあえず500万円を２者で審査会に

かけて、150万円と350万円に分けたと。もち

ろん歳入では、その基金からの繰入れですね、

19款850万円の繰入れをやった。そのうちの

500万円を商工のほうに使ったわけでありま

すから、それをまた２者に分けたと。こうい

う流れということは分かるんです。説明も聞

きました。 

   でも、町の姿勢として、やっぱりもう少し

気持ちを出してほしいといいますか、全国的

にも市町村でなかなか新たな会社を起こすと

ころに上限500万円出してくるわけない、すご

いことなんです、これは。どこにでも誇れる

河北町の制度なんです。 

   しかし、そんなに河北町すごいの、なら俺

も河北町に行ってやっかなと思った人が何人

か出てしまうと、500万円が３人いると、約150

万円になったり、５人いて100万円になったり

というと、何だ、普通のところと変わりない

んじゃないかと、変わりない町だどやという

ようなことになってしまうし、自分なりに開

店したり、あるいは起業するのに資金繰りを

大体計算します。こういうものにこういうも

のとかと。町から500万円頂けるということは、

そういうときに計算してしまう。それが何件、

町に審査があるかなんか分かりませんから、

新しくする人、もらえるとばっかり思って計

算する。そして、やっていったら、いや、違

うよと。いっぱいあるから少ないよと。計算、

全然狂ってしまうと。 

   そういう意味で、やっぱり企業を育てる、
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新しくしたいという人を育てていこうと、そ

ういう機運を高めていこうとしたら、その篤

志家である、この町のために1,000万円出して

くれる人の気持ちを考えたら、やっぱり町も

しっかりそれに応えるべく予算を投じていか

なければというふうに、その会社からの1,000

万円だけにおんぶに抱っこになるのではなく

て、それを呼び水にして、町も一緒になって、

企業と町とが一緒にコラボして、ここに河北

町にどんどんと新しいものが生まれていくと

いう姿勢を望むのでありますが、いかがなも

のでしょうか。 

   それから、ひなの湯についてでありますが、

私、数字をいただいていますから、コロナ禍

の中でよく頑張っているというようには思い

ます、いろいろと。でも、残念ながら、ひな

の湯で1,600万円ぐらいの収支は赤字になっ

ていますし、湯楽亭も約1,000万円近いマイナ

スになっていますね。 

   町からも今まで、前までは指定管理料ゼロ

でやっていた優良企業が、今は2,700万円ほど

入れなければならない。本当に大変だとは思

うんですが、やっぱりその後どうするかとい

うことを考えると、コロナのせいにばっかり

できないと思うんですね。今のうち、今後の

この令和３年度を受けてしっかり対策を講じ

ておかないと、ずるずるになってしまうと思

うんですが、いかがなものでしょうか。 

○齋藤委員長 「河内副町長」 

○河内副町長 まず、企業支援のほうでございま

すが、令和３年度の説明をさせていただきま

したが、令和４年度、もう既に審査は終わっ

て、２者決まっております。 

   質問にもありますように、起業でございま

すので、なるべく財政的な支援は金額が大き

いほどいいということで、できれば皆さん500

万円ということで申請を考えていらっしゃる

方がいる一方、今年度につきましては、金額

がまた500万円ではなくて、差し当たって起業

に必要な金額というような形で申し込まれた

方もおりました。 

   要するに、どのような起業内容かによって

申請額が変わってくるというものが一般的で

ありますが、皆さん、希望する500万円であれ

ば500万円出せたほうが一番いいかとは思う

んですが、原資のこともありましたし、それ

から、先ほど審査員のメンバーの説明もあり

ましたが、税金、一旦町で頂いたお金、公金

でございますので、それを使うということで

すので、なかなか審査してくださる審査員の

方も厳しい審査をなさっております。 

   最初から新築で起業を始めるというような

方もいれば、賃貸で物件をお借りしてという

ような方もいるということで、その辺の最初

の初期投資の在り方などについても突っ込ん

だ質問であるとか、あるいは金融機関の方は

ご指導までしてくださると、融資の話までな

さる場合もあるんですけれども、そういった

ことでハードルは決して低くはないというも

のが現状です。 

   ですから、そこをうまくパスできた起業で

ございますので、皆さんに成功していただき

たいという気持ちで、皆さん審査に当たって

いただいているところでございます。 

   この支援内容については、４番委員もおっ

しゃるように、あるいは常々10番委員もおっ

しゃっておりますが、全国にも類を見ない手

厚い支援だということを広く対外的にＰＲし

て、町に起業者を呼び込むというふうにした

らということかと思いますので、いろんなや

り方を駆使しましてＰＲは進めていきたいと

思います。 

   あと、ひなの湯でございますが、昨年度の

対応を説明させていただきましたが、今年度

につきましても、なかなか入浴者の数は増え

てはいない状況にございます。そういったこ
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とをカバーするために、テイクアウトの惣菜

関係を充実したり、あるいは昨年度に引き続

きまして産学官連携ということで、谷地高の

生徒の皆さんからもお手伝いをいただきまし

て、新たなひなの湯の利用促進策、あるいは

湯楽亭の食事の新メニューなどを考えていた

だくことをして、今活動していただいており

ます。 

   また、昨年つくりましたスマホのアプリな

どを今年度も活用して、お客様の囲い込みが

うまく図られるようにということで、その内

容の充実に努めております。 

   それから、コロナの影響、あるいは朝早く

来るお客さんが減ったという理由で、朝のオ

ープン時間を遅らせておりましたが、これも

議員の皆さんの中からもいろいろご意見をい

ただいておりましたので、経費は掛かり増し

は当然してはいきますが、ひなの湯というも

のは河北町民にとっても健康づくりに非常に

役立っているという福祉的な面も考え合わせ

まして、金額は当然頭には置かなければいけ

ないんですが、それ以上に、そういった面も

含んでおりますので。 

   従来、もともとのオープン時期であります

６時からということで今開いておりまして、

できるだけ多くの町民の方にご利用いただけ

るようにと努めているところでございます。 

○齋藤委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 副町長の答弁を聞いていますと、大

体の趣旨は理解していただいているようであ

ります。もう本当に全国に誇れる、起業に対

する支援をやっているわけです。もちろん、

全社に限度額の500万円を出せとは言いませ

ん。もちろん５分の４ですから、そこにとっ

て200万円で済むのであれば、それなりの５分

の４で160万円ぐらいで済むというふうなこ

とで、そこによっても違うことももちろん当

然である中で、ぜひその篤志家の思いを町も

しっかり受け止めて、町なりの思いを出した

中で、全国に誇れるこの起業支援というもの

をより充実してほしいなという願いで申し上

げたところでありますが、大体意識は副町長、

分かってくださるようですので、よろしくお

願いしたいと思います。 

   あと、ひなの湯については、よく今、頑張

っているとは思っています。でも、本当に県

内どこの温泉施設も皆、非常に苦労している

中でしのぎを削っている状態ですので、ぜひ

気を緩めることなくしっかり対応していただ

きたいということを申し上げて、質疑は終わ

ります。 

○齋藤委員長 以上で４番佐藤修二委員の質疑を

終わります。 

   以上で５款から８款までの質疑を終わりま

す。 

   続いて、９款から14款までの質疑の通告を

求めます。 

   （４番、５番、７番、９番、10番、12番の

通告あり） 

   確認します。４番、５番、７番、９番、10

番、12番。落ちありませんか。 

   それでは最初に、「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 私から２点質疑させていただきます。 

   １点目が９款１項５目、決算書は121ページ、

成果でいう145ページの空き家等の適正管理

についてでございます。管理が不適切な空き

家30件に対して通知を行ったということでご

ざいましたが、事前にその結果を聞いたとこ

ろ、うち３件が解体につながったとお聞きし

ました。 

   それでは、その残りの27件につきましては

どういった反応というか、ちゃんと意思疎通

は図れたのかどうか。この27件についてお聞

きしたいと思います。 

   ２点目が10款５項４目、決算書139ページ、

成果173ページの学校給食物資調達業務につ
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いてでございます。これも事前にお聞きした

ところ、河北町産の食材が、令和２年度が

14.3％、令和３年度が15.4％、重量換算で使

用されているとお聞きしております。 

   その中で、まずちょっとお聞きしたかった

ことは、令和３年度時点での目標数値、重量

換算で何％だったのかお聞きします。以上で

す。 

○齋藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 決算書120、121ページ、成果

に関する説明書ですと、145ページから149ペ

ージに地域防災費の記載がございます。この

中にある空や家等の適正管理ということでの

ご質問をいただきました。委員ご質問いただ

きましたように、いわゆる管理が不適切な空

き家等30件に対しまして通知を差し上げたと

ころ、結果として、そのうちの３件について

解体につながったということを改めてご紹介

申し上げたいと思います。 

   ご質問は、それ以外の、では27件はどうな

ったのかということでのご説明でございます

が、そもそもこの３件の解体につながったと

いう情報につきましては、それぞれございま

して、区長さんからお寄せいただけたと。あ

の空き家は解体になりましたという情報をい

ただいたり、あるいは職員が見回りの中で見

つけたりというようなことで、この３件を把

握したところでございます。 

   この３件も含めまして、要するに30件全て

に対してなんですが、対応された場合にはご

連絡くださいと。また何かありましたらご連

絡くださいというように明記した上で、こう

いった通知を差し上げるところでございます

が、残り27件につきましては、特段こちらに

対する連絡というものは正直頂戴いたしてお

りません。 

   中には、指摘事項といいますか、連絡した

事項に伴いまして、解体までは至らないまで

も、何らかの処置をしていただいたケースも

中にはあるかもしれませんが、そこまでちょ

っと把握するには至っていないという現状で

ございます。 

○齋藤委員長 「秋場学校教育課長」 

○秋場学校教育課長 138、139ページで、給食セ

ンター費の物資調達業務委託料の中で、河北

町産食材の使用目標ということでありますが、

目標につきましては25％以上であります。こ

れは、第３次河北町食育推進計画の中にうた

われておりまして、学校給食における町産食

材のうち、野菜、果物、豆類などということ

で行っております。 

○齋藤委員長 「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 それでは、空き家等についてでござ

いますけれども、27件のほうが、連絡してく

ださいと言ったが連絡が来ない、あるいはど

う処置されたかも不明ということでございま

した。 

   やっぱりこれでは、把握していないという

ことは、あるいはどうにかしてでも連絡は必

ずくださるように、例えば文書を見ましたと

か、そういうものだけでもいいんですけれど

も、そういうふうに不適切な管理をされてい

る方ですので、言い方はちょっとどうかも分

かりませんが、ちょっとプレッシャーという

か、そういうものを少しは与えていかないと、

ずるずる、いわゆるＤとかＣランクとか、あ

るいは特定危険空家に、もっと、要は最終的

な行政執行しなければいけないレベルまでい

ってしまうのかなと私は危惧しているところ

です。 

   そういった意味で、この27件、今後どんど

ん増えていくと思うんですけれども、そうい

った不適切な管理をせざるを得なくなってし

まう空き家というものが出てくるかもしれな

いんですが、こういった意味で、やはり密に

連絡を取っていく。あるいは、30件通知を行
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って、その27件の人がすぐ相談に来るような

仕組みというか、そういうものがある程度必

要になってくるのかなと思うんですけれども、

そういった意味で連絡の取りようといいます

か、相手へのプレッシャーという言い方は適

切かどうか分かりませんが、そういったこと

をどう考えていらっしゃるのか、お聞きした

いと思います。 

   ２点目が学校給食物資調達についてでござ

いますが、目標が25％に対して、令和３年度

は15.4％だったということでございました。 

   こちらでちょっとお聞きしたいことは、な

ぜそこまで河北町産のパーセンテージが上が

らないのか。価格的な問題はあると思うんで

すけれども、どういった原因でここがなかな

か上がらないのか。ちょっとお聞きしたいと

思います。 

○齋藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 空き家対策につきましてのご

質問でございます。委員おっしゃいましたよ

うに、プレッシャーという表現をされました

けれども、私としましては、そのプレッシャ

ーという表現は決して不適切ではないと思い

ます。私も同じように、所有者の方々にプレ

ッシャーといいますか、要は事情をちゃんと

分かって、ご理解いただいて、対処をお願い

したいという思いでおります。 

   その中で、なかなかコミュニケーションが

取れない、事態をちゃんと理解していただい

ているのか分からないというような状況が続

いておりますが、昨年来、条例改正をして、

計画も策定しました中で、特定空家という認

定も出てきた。指導にも入っている。今まで

はどちらかというと、適正な管理のお願いと

いうふうな表現で、どうしても昨年度までは

実施せざるを得なかったところでございます

が、それが少し強度を強めて、指導、助言で

あったり、勧告であったり、命令であったり

というふうに徐々に処置を強めていくという

ふうに今シフトしておりますので、その過程

でしっかりと対応してまいりたいと考えてい

ます。 

   どうしても法律用語といいますか、なかな

か分かりづらい言葉が一般的には出てまいり

ますので、そういった意味でも所有者とコン

タクトを取って、まず話を聞いていただきた

いというところなんですが、ちょっと正直、

あまり具体的には申し上げづらいんですけれ

ども、なかなかつかまらない所有者というも

のも正直存在しております。 

○齋藤委員長 「秋場学校教育課長」 

○秋場学校教育課長 目標数値としては25％とい

う取組の中で、結果的に令和３年度は15.4％

というものが町内産の食材、野菜類を中心に

ということになりました。 

   特に、10月から12月にかけて、キャベツと

か白菜、ネギなどは多く町内産も入ってはく

るんですが、特に４月から８月までの町内産

が量的に出回らないといいますか、そういっ

たこともあって、季節の商品、食材がなかな

か手に入らないということで、重量換算の中

では15.4％という数字になったところでござ

います。 

○齋藤委員長 「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 空き家についてでございますけれど

も、連絡を取れない、つながらない所有者も

いるというところ、そこがやっぱり一番、空

き家対策は特に問題になってくるのかなと思

います。もちろん、今回、同僚議員の一般質

問であったように、解体の補助ですとか、そ

ういったものももちろん出すことも大事では

ございますけれども、そもそもそういった情

報が伝わらない時点、意思疎通ができない時

点でずっと放置されるままになってしまいま

すので。連絡が取れないという部分はやっぱ

りどうにかしていく必要があるのかなと思い
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ます。 

   私も、ちょっと具体的にどういった方法が

いいとかというものはなかなか思い浮かばな

いところなんですけれども、やはりそこはな

るべくこちらから一方的な通知ではなくて、

あちらからも返信が出せるような、そんな仕

組みを何かしていただければなと思います。

そうでないと、この27件というものがどんど

んと膨れ上がっていってしまうだけですので、

何かしらこれは早く対処を見つけていかない

と増えていくだけですので。これに関しまし

ては、どなたに相談するのが適切かは分かり

ませんけれども、ここに関してはちょっと早

めに対応していただければと思います。 

   ２点目の学校給食についてでございますけ

れども、なかなか河北町産の食材の量が確保

できないということでございました。これは

逆に言えば、町内産の食材を増産するチャン

スかなと、私としては捉えることもできるの

かなと思っております。 

   実際、町内産で増産した場合、どういった

計算になるかは分からないんですけれども、

そういった場合、町外で生産されたものより

も、そこまで値段は変わるものなのかどうか。

そういった把握もされているのかどうか。ち

ょっとお聞きしたいんですけれども、お願い

いたします。 

○齋藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 これまでも取り組んでまいり

ましたが、今後とも一方通行が双方の通行と

いいますか、お互いコミュニケーションが取

れるように努めてまいりたいと思います。 

   私もちょっと具体的に今、こんなやり方で

今考えていますなんていうふうに申し上げら

れればいいんですけれども、ちょっとそこま

では至っておりませんが、また引き続き研究

してまいりたいと考えております。ありがと

うございます。 

○齋藤委員長 「秋場学校教育課長」 

○秋場学校教育課長 生産、増産をして、町内産

が多くなったときに、価格ということであり

ますが、今現在ということでは、青果物の納

入組合を通して納入してございます。組合を

通して大量に納入できるんであれば、そこは

価格も比較的安くというふうにはなろうかと

思いますが、規格的なもの、大きさ、粒ぞろ

いというようなところで、やはり給食センタ

ーへの納入ということでは、同じような形で

同じようなものをというような希望とか要望

がございます。大は小を兼ねるで、できれば

大きいものであればというような考えもあり

ますけれども、規格物ということであるので、

なかなか量的なものをそろえることができな

いというものが現状でありまして、価格的に

は同じか、ただ大変さからすると、どうして

も高くなってしまうのではないかと、ここは

想定でしかないので、何とも、実際納入して

みてということにはなろうかと思いますが、

何とも今のところ価格については判断できな

いところでありますが、量がそろえばお願い

したいということではあります。 

○齋藤委員長 「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 学校給食については量がそろえばと

いうことではございました。組合を通してと

いうことではございますけれども、やはり量

がそろえばというお言葉があるのであれば、

なおさらやはりここは河北町の農家の方々に

ご相談してでも、これは河北町産を使うほう

が私は全然いいのかなと思います。 

   もちろん町外産と比べて価格が２倍とか差

があるんだったら、それは高くなるんだった

らもちろんちょっと考える必要はありますが、

そこまで値段の差がない。ましてや、河北町

産でやれば、河北町の農家さんはもちろん農

業継続にもつながりますし、もちろん農家の

方のモチベーションにもつながりますし、も
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っと言えば、小学校、中学校、それより小さ

い子も影響してくるかもしれませんけれども、

それがもちろん食育にもつながりますし、そ

ういった意味で、これは可能性があることだ

と思います。 

   事前に聞いたところ、例えばタマネギなん

かは河北町産が11.5％しか使われていないと。

逆に言えば、残り約89％、これは可能性があ

るわけです。こういったものを非常にやはり

もったいないというか、可能性があるところ

ですので。 

   学校給食センターの方にとっては、調理す

る際、やはり規格をそろえる、そういったこ

とはもちろん大事かとは思うんですけれども、

私なんかは、あまり見栄えというよりかは、

やはり食育を進めるのであれば、そんな企画

の大なり小なりはあまり気にせず、調理する

方は大変になるかもしれないんですけれども、

河北町の農家さんのため、子供の食育のため

にも、ここはやっぱり農家の方、組合の方に

相談してでも河北町の農産物の増産を図るべ

きかなと思うんですけれども、いかがでしょ

うか。これは町長のほうがいいのかな、副町

長、お聞きしたいと思います。 

○齋藤委員長 「宇野農林振興課長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 食育

計画については、今、第４次計画の策定、今

年度してまいるということで、そこには当然、

学校給食センターと、あとはＪＡなどにも加

わっていただいて、なるべく町内産の給食で

の使用ということで進めてまいりたいと思っ

ています。 

   ですが、他方、今タマネギの例などもあり

ましたけれども、１年中給食で使われるわけ

で、取れる時期は決まっているわけで、なか

なかうまくいかないところもあるのかなと思

っております。あとは、それぞれ農家さんの

経営形態もあるかと思いますので、それは大

きく取りまとめていらっしゃいますＪＡなど

と話合いを持ちながら、できるだけたくさん

町産の野菜を学校給食へ届けられればなと考

えているところでございます。 

○齋藤委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 先般、食育計画の食育の推進会議が

ありました。学校関係者、給食関係者、給食

主任の方、各校の先生ですけれども入ってい

ただいて、農家の方々も入っていただいて。

私もできるだけ町内産、そして農業振興にも

つながり、そして食育につながりというとこ

ろで、私から、私が座長をしているんですけ

れども、生産者側、あと学校の給食関係の先

生方、双方に問いかけました。何とかクリア

したいんですけれども、皆さんのその思いは

共有しているんですが、生産面での現状、あ

ともう一つは、やっぱり規格ですよね。私も

本当に、料理すれば同じなので、例えばサラ

ダ、キュウリの太さ、長さ、曲がり、やっぱ

り関係ないし、おいしいのではないかなと。

そういうこともあえて素人なりの問いかけを

させていただきました。 

   ただ、やっぱり学校現場の規格、それは何

もおいしい、調理現場のやっぱり実態として、

いかに子供さん方に限られた時間の中で学校

現場に届けられるか、懸命の努力を積み重ね

ているんですね。明確なそういう言い方では

ありませんけれども、そんなに簡単ではない

のよと、それをもう少し現場の声としても頂

戴したところです。 

   それは私、言い訳で言っているつもりでは

なくて、やっぱり一朝一夕にはいかないとは

思いますけれども、やっぱり今、宇野課長が

申し上げましたように、生産現場から、あと

学校現場でどういった努力を積み重ねていく

か。そこは私としても諦めずに目標に近づけ

るべく、過去においては、生産の状況によっ

ては20％までいったという年もあるというこ
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とを聞きました。 

   そういった意味で、25％という今の目標に

向けてどこまで近づけていけるか。20％の実

績が上がったというときもあるわけですから、

さらにその上を目指す、そういった努力を、

生産現場、農業振興サイド、そして学校給食

現場でもしっかり積み重ねていく必要がある

かなと思っております。 

○齋藤委員長 「７番阿部恭平委員」 

○阿部委員 町長からもご回答いただきましてあ

りがとうございます。課長からもございまし

て、町長からもございましたけれども、やは

りまずは関係団体、ＪＡを含め農家の方とも

さらなる協議をしていただければと思います。 

   町長からは、課題としてやはり生産面の現

状及び規格、給食センターとの連携というか、

対応の仕方というものが課題として挙げられ

ました。私もやっぱり、そんなにすぐ簡単に

はできるものではないのかなとも思っている

ところではございます。 

   しかし現状として、やはり農業として可能

性があるところですので、ここはぜひどんど

んと追求していただければと思います。 

   実際、そのタマネギの例でいいますと、

11.5％は河北町産で賄われているということ

ですので、逆に言えば、そういうふうにちゃ

んと規格に合った上での生産を通している農

家さんもいらっしゃるということですので、

あくまで、新規で増やせということも可能と

は思いますけれども、それとは別に既存の、

こういった既に生産されている方への支援と、

そういった方法も考えられると思いますので。 

   ぜひそこは柔軟に、あるいは規格、農家さ

ん、もっとこういう規格で作ってけねんだが

やとか、こういった規格で増産してくれない

かとか、そういったことをぜひ、できないか

ら、できなさそうだから、難しいからだけで

はなく、そこは河北町のためにという話をも

っと諦めずに話していただければと思います。

以上です。 

○齋藤委員長 以上で７番阿部恭平委員の質疑を

終わります。 

   次に、「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 私から数点お願いします。 

   まず、１点目は決算書124、125ページの10

款１項６目です。教育総務費の中からですけ

れども、まず１点目は成果では152ページです。

この成果に関する説明書の中に、教育研究所

費というものがあるんですけれども、その中

で専門部会というものがあって、学力向上対

策部会の活動として、児童生徒の学力を考察

するための診断的学力検査の知能検査をした

と。 

   それから、生徒指導部会では、寒河江警察

署生活安全課統括少年補導官からＳＮＳ上の

トラブル、少年非行、問題行動とその対応に

ついての講話を聞いて、情報交換を行ったと。 

   それから３つ目に、特別支援学級部会では

山辺町教育委員会から、発達に課題を抱えた

児童生徒の利器と対応についての講話を聞き、

児童生徒の的確なニーズの把握と適切な指導

と必要な支援について考えたと。 

   ４つ目が、保健部会では山形大学院准教授

から、ＬＧＢＴと性の対応について講話を聞

き、正しい知識と多様性の理解を深めたとあ

るんですけれども、このどれも大事なことで

すが、特にＳＮＳ上のトラブル、少年非行の

問題とその対応についての話を聞いての懇話

会の情報交換と、それから保健部会での山形

大学院助教授からのＬＧＢＴと性の対応につ

いてということを、私はすごく興味深いとい

いますか、今の時代にすごく沿った内容だな

ということで、この中でいろいろな情報交換

とかあったと思うんですけれども、その内容

について、実態なんかも分かればですけれど

も、内容についてお話をお聞きしたいと思い
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ます。 

   ２点目は、同じく10款１項６目ですけれど

も、成果では153ページです。６目ＩＣＴ教育

推進費ですけれども、ＩＣＴを活用した教育

を推進するため、令和２年度に整備した児童

生徒１人１台タブレット端末や大型提示装置

を活用し、子供たち一人一人に公正に個別最

適化され、資質、能力を一層確実に育成でき

るＧＩＧＡスクール構想の実現を目指したと

あるんですけれども、これはコロナ禍の中で、

タブレットといいますか、これはどのような

活用がなされて、学校ではいいんでしょうけ

れども、コロナで休んだお子様は家に持ち帰

ってリモート授業なんかを受けたのか。その

様子もお聞きしたいと思います。 

   そして、子供は覚えるのが早いから、学年

に応じてとは思いますけれども、どのような

活用をされているのかということもお聞きし

たいと思います。 

   それから、款といいますか、この総務費の

中で、令和３年度はコロナ禍の真っ最中で、

小学校も中学校もお休みをされた子供たちが

いるかと思うんですけれども、その中で、学

力のこととか、休んだ方が勉強に追いついて

いくためのこととか、休んでいる間はどうい

うふうに学習指導をされたのかとか、あとは

コロナになって休んだ子、あるいは学校に来

た子、それが治って登校した後の子供たちの

様子、このコロナ禍の中での学校の様子とい

うものはどうだったのか。そして先生たちの

対応はどうだったのかというふうな学校の様

子をお聞きしたいと思います。 

   コロナになってから、私たちも運動会とか

行事にずっと、卒業式、入学式、いろんな行

事に招待されて、子供たちの様子を見る機会

があって、楽しみにしていたんですけれども、

この２年間というもの、今年で３年目ですけ

れども、全く学校に行く機会がないので、何

か学校の中でどんななのかなと想像しながら

いるものですから、そのことも教えていただ

きたいと思います。 

   それから、決算書で132、133ページで10款

４項１目、成果に関する説明書は160ページで

す。成人式・はたちのつどい費ですけれども、

今年の１月９日ですか、令和４年に令和３年

の成人式のはたちのつどいを午前中、令和４

年の成人式のはたちのつどいを午後に開催さ

れたということで、広報かほくにも晴れ着を

着た成人された方々が出ていましたけれども、

その様子を詳しくお聞きしたいと思います。 

   私としましては、コロナの中でどちらも参

加人数が割と多いなと思っているところです

が、担当課ではどのように捉えていたのか、

お聞きしたいと思います。以上です。 

○齋藤委員長 「秋場学校教育課長」 

○秋場学校教育課長 125ページで、教育研究所費

の中で、専門部会の中で４点ということで紹

介をしていただきました。その中の１つで、

ＳＮＳ上のトラブル、少年非行とか問題行動

について、寒河江警察署の少年補導官から講

話をいただき、実際の現場でどうなっている

のかというような、今後の対応策など、話合

いなどをしたところでございます。 

   特に、スマホというよりも、１人１台タブ

レットがあるわけですが、その中で規制はか

けているものの、いろんな情報手段は別なと

ころからも取っている児童生徒もございます。 

   特に、中学生等につきましては、ＳＮＳか

らいろんなサイトへのアクセスなどをして、

知らない人とどこかで会う約束をして、会っ

てしまった。会ってから、やっぱり相談があ

ったというようなことの実際の話なども含め

て、そのときにどんな対応をするのかとかと

いうようなところで、知らないところでどう

いった使い方をしているのかというのもあり

ますので、児童生徒への対応の仕方などにつ
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いても、その後の対応ということで情報交換

をしたということであります。 

   授業の中でなかなか気づかないところはあ

るんですが、総合の中でそういった対応をし

たり、あるいは子供の様子、家庭からの情報

などをお聞きしながら、今後対応していこう

というようなことで対策も講じてきたところ

でございます。 

   ＬＧＢＴと性の対応についても講話をいた

だいたところでございますが、なかなか現場

の中では気づかない、実際、１人いるんだろ

うか、２人いるんだろうかというようなとこ

ろがあるかもしれません。ただ、自ら私はＬ

ＧＢＴだと言う小学生、中学生がいるのかど

うかですが、実際には現場では令和３年度、

そういった話は聞いておりません。 

   ただ今後、大人になったときに、成人した

ときに実はというようなところが出てくるの

かもしれません。まずは現場の中で、そうい

った多様性といいますか、そういった方がい

るんだということの認識については共有して

いこうというようなことで、その講話を聞い

て理解を深めたということでございます。 

   あと、ＩＣＴ教育費の関係でございますが、

タブレットの活動、令和元年度、令和２年度

から１人１台タブレットということで配付を

してございます。 

   実際に、コロナ禍において学校を休んだと

きの健康観察などについても、タブレットを

使って健康観察を各家庭から個人が学校の先

生に分かるようにやっているところでありま

す。長期休みになるというようなところでは、

これまでですとプリント学習とかというよう

なことで紙ベースでお渡ししていたところも

あるんですが、タブレットの中にドリル形式

に使えるものもありますので、そういったこ

との活用をしながら、そこを児童生徒に宿題

といいますか、提出をしながら活用している

というようなことであります。 

   コロナ禍において、なかなか授業参観、地

域の方も保護者も学校にはなかなか行けない

時期といいますか、令和３年度につきまして

も、なかなか見る機会、学校の様子をうかが

う機会が少なかったところがありますので、

できるだけ保護者への、あるいは地域の方へ

は学校の様子などを届けて情報提供をしなが

ら行ってきたところでありますが、あとはタ

ブレットを使ってといいますか、学校のホー

ムページの中で学校の様子なども紹介をしな

がら、学校関係者のみならず、地域の方もど

なたも学校の様子が分かるような対策なども

各学校で講じながら、情報公開もしてきたと

ころでございます。 

○齋藤委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 今、課長から説明があったとおり

なんですが、例えば学級閉鎖になったとしま

す。全員タブレットをおうちに持ち帰ってく

ださいというのは約束していますので。次の

日の朝９時にスイッチをオンにしてください

と。そうすると、学校にいる先生と学級のク

ラスがつながります。健康観察が始まる。こ

れがまずできます。それが一つと、それと同

時に、今日の暮らし方についてということで、

担任から指示がある。今日は何々君は何々し

てくださいとか、個人的に指名したり、一斉

指示をしたりします。 

   そんな中で、学習のソフトとしてｅライブ

ラリを借りております。これは、個人の進度

差、能力差に応じてドリル学習ができます。

これに挑戦するということで、それぞれ自分

が進めるまで進んでくださいというような指

示の下やります。これがどれくらい進んだか

というものが全部担任の下に集計できますの

で、見られますので、そういった便利さがあ

ります。 

   あと、そういう学級閉鎖でなくて、病気で
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お休みといった場合は、オンラインで教室の

授業風景に参加できることも、中にはしてい

る学級もあります。ですから、休んでも、お

うちで学習の様子が参加できるということで

あります。 

   あと、具体的にはいろんな活用の仕方があ

ります。今まで算数、数学でできなかった立

体図形の展開図が、見ている中でこういう展

開ができるんだよというものが動画で見られ

る。そういった便利さがありますし、さらに

高度なものですと、跳び箱、昔は、僕の跳び

方どうだったということで、友達からいろい

ろアドバイスを受けますけれども、今はｉＰ

ａｄで跳んだ姿が動画で撮れます。それを基

に模範の動画と重ね合わせて、自分の跳び方

と模範の跳び方が比較できる。それを見ると、

もう一目瞭然に自分の跳び方の長所、短所が

分かると。そういったことができます。 

   あと最近では、いわゆるプレゼン、発表に、

そういった学習のまとめに使って、ｉＰａｄ

にまとめたものを友達にプレゼンできる手段

として使っているものがあります。 

   あとそれから、委員からご指摘ありました、

学校行事になかなか参加できないということ

で、その行事をやっぱりｉＰａｄに流すとい

うこともできますが、最近やっぱりそこまで

はしないというか、生徒総会を各クラスに流

して、全員集まらなくてもクラスで生徒総会

に参加できるというような方法もあります。

あと、運動会につきましては、マスクをして

の応援で、大声を出さないで、打楽器等によ

る応援、あとプログラムそのものを縮小して

時間短縮をしているというようなことが、大

体どの学校もそのような工夫を凝らしたもの

で取り組んでおります。 

○齋藤委員長 「日下部生涯学習課長」 

○日下部生涯学習課長 決算書132、133ページ、

10款４項１目成人式・はたちのつどい費とい

うことでございます。今年の１月９日に、令

和２年度に実施できませんでした令和３年の

成人式と、令和４年の成人式ということで、

午前と午後に分かれて開催いたしまして、そ

の中で、令和３年の成人式につきましては、

対象者198名中、約65％の128名の方に参加い

ただいております。 

   午後から実施しました令和４年の成人式・

はたちのつどいに関しましては、対象者が172

名中、約71％に当たる122名の方に参加いただ

いております。 

   この式典の様子ということでございますが、

残念ながら私、式典は直接参加できておりま

せんので、お聞きしたお話になりますが、今

回、令和３年度から実行委員を当事者であり

ます対象者の中から選びまして、実行委員自

らが企画した成人式ということで、式典の中

で、かつての恩師のメッセージを流したり、

それから思い出の写真のスライドショーなど

も流したりして、大変和やかな雰囲気で進ん

だということをお聞きしております。 

○齋藤委員長 「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 ありがとうございました。 

   まず、小学校のほうからですけれども、や

っぱりタブレットの効果ですか、すばらしい、

今、教育長から学校での教育の使い方のこと

をお聞きして、本当にちょっと私たちの時代

では考えられないようなすばらしい、本当に

文明の機器といいますか、本当にコロナの前

に導入しておいてよかったなと。このコロナ

だからこそ、すごくいい活用ができたし、ま

た、このタブレットの持つすばらしい、私た

ちも使わせていただいているんですけれども、

本当に可能性といいますか、すばらしいなと

思って、学校現場でもフルに活用されている

ということで、すばらしいお話を聞けてよか

ったと思います。 

   ＳＮＳ上の話で、先ほどの、課長から、何
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かタブレットを通じていろいろ情報を得て、

知らない人と会って、会ってから相談という

ふうなことがあったんですけれども、何かそ

ういうことというのは、学校のほうで実際に

被害に遭ったとか、そういうことは把握して

いるのか、もう一回お聞きしたいと思います。 

   あと、成人式のことは分かりました。やは

り、今年、４年１月９日に開催された成人式

は、自らが実行委員になって、いろいろなこ

とを企画して、やっぱり自分たちでやると気

持ちも入りますし、きっとさぞや楽しかった

んだろうなということがうかがい知れてよか

ったと思います。 

   ＳＮＳ上の被害があったかどうかをお聞き

したいと思います。 

○齋藤委員長 「秋場学校教育課長」 

○秋場学校教育課長 実際の被害という被害はな

かったということでありますが、被害に遭う

寸前といいますか。危ない状態で先生方が気

づいた、あるいは生徒からの告白があったと

いうようなことはあったようでございます。 

   今後はとにかく身だしなみとか、あるいは

言葉、言動、何か違いに気づくようにするよ

うにということで今対応しているようでござ

います。ピアスをつけたとか、髪型が変わっ

た、やっぱり何か違いがあると言われており

ますので、そこを気づくような努力というこ

とで、やっているということでございます。

実際の被害はなかったと報告はあります。 

○齋藤委員長 「９番丹野貞子委員」 

○丹野委員 なかなか、隠れていたとしても、何

となく本当にそこまで表明するには相当な時

間もかかると思いますし、何もないことを祈

るばかりなんですけれども、やはりこの社会

ですので、テレビ報道なんかではいろいろな

ことが実際にあるわけですから、こういう便

利な道具、機器の中にまたそういうものが隠

れているということに、本当に教育現場でも

大変でしょうけれども、ぜひそういうことに

も留意されながら、学校指導を行っていただ

きたいと思います。以上、終わります。 

○齋藤委員長 以上で９番丹野貞子委員の質疑を

終わります。 

   次に、「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 それでは、私からは３点質問いたし

ます。 

   成果172ページ、決算136、10款５項２目、

生涯学習課の体育施設費です。町民プールの

換気ダクトつり材交換工事という内容で258

万円上がりました。町民プールができてから

そんなにたたないのに、何でこの時期にこう

いう交換事業が起こったのかなということを

ちょっとお聞きしたいと思います。 

   あと、成果162ページの10款４項３目図書館

費、これは施設整備費という内容で、感震式

書籍落下防止装置購入という内容で128万円、

この内容についてお聞きしたいと。 

   あと、同じ図書館の中で、今コロナ関係で

様々な規制関係が行われています。２時間ま

でしか使っていけないですよとか、あとは図

書館に入場する際は名前を書いてくださいと

か、あとソファーには座っていけませんよと

いうふうな内容で、テープ関係がずっと張ら

れています。この辺のところの指示が行政側

のほうから出ているのか。それとも、ＮＰＯ

法人河北まちづくりネットワークのひまわり

が管轄で出しているのか。この辺のところの

指示系統についてお伺いしたいと思います。 

   あと３点目、決算書120ページ、成果145ペ

ージ、９款１項５目地域防災費です。空き家

などの適正管理という内容でランクづけがさ

れました。そして、ＡＢＣＤという内容で各

空き家に対するランクづけが行われたわけな

んですが、敷地の中に空き家がありますよと。

そして、敷地の樹木とか、敷地内にある物置

小屋とか、そういったところについては全く
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触れられていないのかなと思っています。 

   先般、私のところに苦情に来た方は、小屋

が傾いて我が家に直撃する可能性があると、

そういう申請でございました。そうしますと、

この空き家管理からいったときに、小屋とか

樹木とかという内容の対応については、どの

ような管理規定の中になっているのかなと思

いました。 

   そして、このＡＢＣＤという内容でランク

づけがされたわけですが、どのような判断基

準の下でＡＢＣＤとされたのかと。私が今困

っているというふうな内容の空き家は、管理

がＢという内容で、多少の改修工事により再

利用が可能だという判断をされたご家庭なん

ですが、私が見る限り、そんなことはないと。

もう壊していただきたいと。 

   ですから、空き家の隣接する民家の目線と

行政の目線が本当に一緒になっているのかな

ということを思いました。その辺のところを

ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

   以上３点です。 

○齋藤委員長 「日下部生涯学習課長」 

○日下部生涯学習課長 まず、款項目、順を追っ

て説明させていただきたいと思います。 

   132ページ、133ページ、10款４項３目の図

書館費の感震式書籍落下防止装置ですが、こ

れについてのご説明ということでございます。

これは閉架書庫に棚を置きまして、図書を保

管しております。地震の際に揺れがひどいと、

棚から書籍が落下してしまいまして、毎回地

震のたびにその処理が大変だということと、

あと職員にけががあってはいけないというこ

とで、書籍が落下しないようなバーを棚に設

置しております。その費用になります。 

   それからあと、図書館のコロナの規制とい

うことですけれども、こちらは現在、図書館

の滞在時間２時間までということと、図書館

に入る際にお名前を記入していただいており

ます。 

   また、図書館内のソファーですけれども、

全く座れないということではなくて、密を避

けるように１席おきに座っていただくような

措置をしております。こちらにつきましては、

ＮＰＯ法人から町にご相談いただきまして、

コロナの感染状況に応じまして必要な措置を

取っているということでございます。 

   それから、136ページ、137ページの10款５

項２目の体育施設費の町民プールの換気ダク

トの工事ということでございますが、これに

つきましては、令和３年度に地震がございま

して、そのときに換気ダクトからねじの落下

がございました。それで、改めて検査してみ

たところ、換気ダクトに破損が見られたとい

うことで、原因につきましては、プールの塩

素が原因と聞いております。 

○齋藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 決算書120、121ページ、成果

で申し上げますと145ページ以降にございま

す地域防災費の中での空き家対策に関するご

質問を頂戴したところであります。 

   まず、空き家の具体的な場所をイメージさ

れてのご質問だったかと思います。もちろん

私どもとしましては、防災危機管理室に限ら

ずでありますけれども、小屋が荒れている、

樹木も荒れ放題だというような状況を看過で

きないといいますか、そのままにはしておけ

ないという思いではもちろんおります。 

   一応参考までに申し上げますと、私どもが

先般作成いたしました空き家等の対策の計画

の中では、住宅として活用されていた空き家

を当面対象とするということで考えておりま

すので、そこはお含みおきをいただければと

考えております。 

   繰り返しになりますけれども、だからとい

って小屋が荒れ放題でいいとか、樹木が生い

茂ったままでいいというわけではございませ
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んが、計画上はそのような考えでおるところ

であります。 

   もう一点、判断基準ということでご質問を

賜りました。いただきましたように、空き家

の状態に関しましては、令和３年度、313件の

中で、ＡＢＣＤと４つのランク分けをしてご

ざいます。 

   それぞれのランクについてご紹介申し上げ

たいと思うんですが、ランクＡにつきまして

は、小規模の修繕により再利用が可能である。

または修繕がほとんど必要ない。これがＡラ

ンクということになります。 

   Ｂランクが、管理が行き届いておらず、損

傷も見られるが、当面の危険性はない。多少

の改修工事により再利用が可能。これがＢラ

ンクでございます。 

   Ｃランクが、今すぐに倒壊や建築材の飛散

等の危険性はないが、管理が行き届いておら

ず、損傷が激しい。老朽化が著しい。これが

Ｃランクでございます。 

   最も重いＤランクが、倒壊や建築材の飛散

等、危機が切迫しており、緊急度は極めて高

い。解体が必要と思われる。これがＤランク

ということでございます。 

   ご質問いただきました案件につきましては

Ｂランクということで、委員ご承知のとおり

でございますが、現状Ｂではないと。もっと

ひどいのではないかということでのご質問で

あったと認識しております。 

   ちょうど今、我々で今年度の空き家実態調

査をまさに今進行している最中でございます

ので、その中で現場を確認させていただきた

いと思います。ただ、どうしても基本的に人

の敷地といいますか、所有地でありますので、

立入調査をせずに、外観で調査をして、その

結果判定しているという現状でございます。

そういったこともぜひご理解いただければと

思うところであります。 

○齋藤委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 

   まず、プールの換気ダクトのつり材交換と

いう内容なんですが、やはりこれは塩素だと

思うんですよ。最初からプールの水にこんな

ものを使うということが当然予期されるとい

うふうな状態を考えたときに、３年ぐらいで

交換しなくてはいけないような状態が何で起

こって、行政でこれを全部負担しなくてはい

けないかという内容で、私はちょっとおかし

いのではないかなと思いました。 

   確かに、ひなの湯のつり材という内容もあ

りましたが、相当数、年月がまだまだ要して

いましたので、プールのほうについてはちょ

っとおかしいのではないかなと思いました。 

   でないと、これはまた何年かしたと思った

ら、また交換というふうな状況になります。

今回そのつり材のホール径の太さを変えまし

たとか、そういう処置、対応がされたのか。

それはちょっとお伺いしたいと思います。で

ないと、また三、四年で全部交換というふう

な状況に至る結果はもう目に見えているとい

うふうな状態だと思います。 

   あと、地域防災費の空き家のほうなんです

が、説明である程度は分かりましたが、隣近

所の迷惑度という内容を私は重点的にやるべ

きかなと思うんですよ。空き家といっても、

野原の１軒の空き家だったら、これは何にも

問題ないですよ。でも、住宅地が密集してい

て、１年間、敷地内の草も全く刈られていな

いということを考えたときに、これは１メー

トルぐらい伸びるわけですよ。そして、軒は

落ちてくる、そこにハト、鳥が入るという状

況になっていると。物置はガラス窓が割れて

しまって、中に入っていけるということもあ

ると。倒れるのを防止するために、プレハブ

の小屋なので、隣の方がつっかえ棒でそれを

支えていると。でも、役場行政の見方は、多
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少の改修工事により再利用が可能だと。Ｂラ

ンクですよと。 

   これはこれで、私はいいかもしれないです

が、やはりご近所の迷惑度という内容で、処

置、対応を早くしなくてはいけないというも

のに関しては、やっぱり苦情度という内容で、

もっと高いランクにつけていただいて、やっ

ぱりやっていただかないと。 

   私のところに来た方は、女性の独り暮らし

になってしまいました、旦那さんが亡くなっ

てしまって。今年の冬、雪が来たら間違いな

く倒れてくると。そのときに私どうすればい

いんですかと。主人が生きていたときには雪

下ろしをやっていた。つっかえ棒も主人がし

たと。しかし、私はそんなことできないと。

そういう苦情というものをやはりきちんと受

け止めていただいて、役場職員の方が見たら、

やはり相手先にこういうコンタクトを取りま

したと。そして、こうします、ああしますと、

秋には何とか小屋を解体しますと、そういう

ふうなことをやるのが、やはり行政のサービ

ス内容かなと私は思います。何年間もやっぱ

り放っておくという内容ではなくて、きちん

とこの辺のところはやっていただきたいなと

思います。 

   あと、図書館関係のこと、震度２とか３と

かというもので感震がなるのかどうか、ちょ

っと分かりませんが、バックヤードの書籍棚

というものを私も見せていただいたんですが、

岡田議員なんか、いろいろ知っていらっしゃ

ると思いますが、バックヤードにある棚とい

うものは細かったり、幅広かったり、様々な

んですよね。高さも違うんですよ。 

   ですから、書籍だけを押さえますというふ

うになってきたにしても、棚を揺らせばぐら

ぐらするんですよ。上のほうの棚がきちんと

押さえられていないという状況もあるんです

よ。 

   だから、どうせやるんだったら、そのラッ

クが上部のほうでも固定するような形でいか

ないと、書籍だけを押さえてしまっても駄目

だと。そして、常にそのバーが地震対策で上

がっているとなってしまいますと、作業がや

りづらくてどうしようもないという問題も多

分出てくると思います。その辺のところもち

ょっと考慮をお願いしたいなと思います。 

   また、図書館の規制なんですが、寒河江市

立図書館は全く規制がなくなっています。行

ってすぐ、名前を書いてくださいということ

はありません。あと、１時間でも２時間でも

３時間でもどうぞというふうな感じです。 

   やっぱり図書館の性質上、誰も話なんかし

ていないんですよ。だから、何もかにも同じ

ような規制というふうな内容よりも、図書館

のありようというものをやはり見ていただけ

れば、もっと規制という内容は柔軟に、私は

できるのかなと思います。 

   本当に誰も話なんかしていないですよ。そ

して、広い場所の間隔を取って仕事をやって

いますので、入室する一般の町民の方なんか

も全部やっぱり心得てやっていますので。あ

まり厳しい規制、規制、規制という内容で、

ここ座るな、あそこ座るなというふうな内容

ではなくともいいのではないかなと思います

ので、以上ご検討お願いして。ちょっとご答

弁お願いしたいと思います。 

○齋藤委員長 ここで、委員長から申し上げます。

５番吉田芳美委員の質疑の途中ですが、ここ

で２時30分まで休憩します。 

     休 憩  午後２時１８分 

     再 開  午後２時２９分 

○齋藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   ９款から14款までの質疑を続けます。 

   「日下部生涯学習課長」 

○日下部生涯学習課長 まず、町民プールの支持

金物について、当初よりも耐久性のあるもの
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に交換したのかどうかということでございま

す。こちらの部材につきましては、当初の設

計ではもちろん長期的な耐久性ということの

観点から設計しているものでございますけれ

ども、使用条件によりまして、今回は屋内温

水プールということでの湿気、それから塩素、

今回は地震という外的要件もございました。

そういったところから劣化が早まったという

ことでございました。 

   改修に関しましては、今回の部材がステン

レス製ということでございましたが、ステン

レスも腐食には大変強い部材と聞いておりま

す。ステンレスのほうもさびておりまして、

今回、特にあまりさびが目立たなかったドブ

メッキ仕上げという部材がございます。そう

いったものに交換していると聞いております。 

   それから、図書館の耐震装置でございます

けれども、こちらはある程度一定の震度の状

態で上のほうにバーが上がる仕組みになって

おりますので、通常はバーが下がった状態で

使用することは可能ですので、特に作業への

支障はないものと思っております。 

   次に、図書館の規制の問題でございますが、

こちらはＮＰＯ法人ともお話をしながら、近

隣の状況なども含めまして、今後検討させて

いただきたいと思っております。 

○齋藤委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 

   まず、プールのほうなんですが、やっぱり

設計仕様できちんと町民プール、こういう機

能だというふうになったときに、何でそうい

う問題が未然に分かって、それなりのことが

できなかったのかなということを、ちょっと

残念です。 

   ひなの湯の落下事故が起きたときにも、町

内にある公共施設のつり金具という内容のチ

ェックもかけたと、その後報告も受けていま

したので、そんなに問題はないのかなと思っ

ていました。 

   258万円というお金が、きちんとした町民プ

ールの、室内プールですよと。しかも、温度

も上げますよと、塩素も使いますよというふ

うなことの条件設定がきちんとなっていれば、

別に町がこんなお金を出す必要がない判断が

できたのではないかなとは思います。 

   まあ、やってしまったんだからしようがな

いかなというふうなこともあるかもしれませ

んが、やはり公共施設という内容で、上から

つっているというものに関しては極力やはり

駄目だというふうな基準に基づいて、今いろ

んな内容で、公共施設の対応というものが違

ってきていると思います。ここなんかももう

全くないような状況になっていますので、そ

ういう方向性に基づいて、業者がこれをよこ

したから、このままはしるというふうな内容

はきちんとやっぱりやめていただきたいなと

思っております。 

   あと、図書館については、やっぱりバック

ヤードの棚というものは、私の背丈より高い

ぐらいで、こんな細いもので、ちょっと押せ

ば動くという状況になっています。 

   ですから、大きい地震が来たときに本は落

下しないという対策になろうとも、これが落

ちるという内容で、そこで、例えば女性職員

の方が仕事をやっていたとなったときに、棚

が倒れてしまってという状況にもなりかねま

せん。 

   そして、本は重いので、横揺れで倒れたら

とんでもない、やっぱり人身事故になってし

まいますし、バックヤードですので、そんな

に余裕があるようなスペースで本がなってい

るわけではございませんので、なかなか人が

いるかいないかも分からないという内容なん

かもあろうかと思いますので、よく点検とい

う内容をやっていただいて、しっかりした本

の管理というものをお願いしたいなと思いま
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す。 

   あと、さっきの空き家対策のことについて

は、やはり町民の苦情というものに対してき

ちんと答えていただきたいと。まず、苦情を

なくすことによって、町民の方は安心します

よ。町から言われたと、そういうことの報告

があれば。聞いてもうんともすんともなくよ

こさないとなればやっぱり行政に対する期待

度というものが低くなってしまいますよ。 

   そのことについてだけ、もう一回所管から、

スピード感を持った町民の苦情に対する対応、

できないものはできないということははっき

り言っていただいて構わないと思うんですよ。

でも、できることについては筋道を立てて、

その苦情を言ってくださった方に対する納得

性というものをもらうということもいい内容

かなと思いますので、お答えお願いいたしま

す。 

○齋藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 空き家対策についてのご質問

をいただいている件についてでございます。

先にすみません、申し上げたいと思いますが、

今回個別の案件を想定されて、委員ご質問か

と思いますので、状況をちょっとだけ説明さ

せていただきたいと考えております。 

   案件につきましては、今年の２月に区長さ

んから連絡をいただきまして、うちの職員が

現場をその日のうちに見に行ったということ

であります。その後、所有者への連絡などを

試みているという段階にあります。 

   また、３月16日に福島県沖地震が発生して、

本町においても一定の震度を記録したわけで

すけれども、その際にも職員が、倒壊のおそ

れありということで現場を行った一つでもあ

るということでございます。 

   ただ、こういった一連の動きにつきまして、

逐一隣近所の方にお伝えしていないという部

分で、隣近所の方が不安に思われたというこ

とだと考えますので、こういった苦情、要望

をいただいた際のその後の経過、途中、経過

報告になるかもしれませんが、そういう部分

についてはもうちょっと配慮すべきだったな

ということで反省しております。今後気をつ

けてまいりたいと思います。 

○齋藤委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。今現在そ

のお宅の前、ちょうど町道になっているわけ

なんですが、樹木が伸び放題に伸びまして、

１メートルぐらい町道のほうに既にはみ出し

てきています。そして、雑草も長いところで

やっぱり１メートル近くあります。 

   やはりパトロールという内容で、職員の

方々もいろいろ、ぐるぐる町内を、雪が降っ

ているときだけではなくて、様々見る機会な

んかもあると思いますので。やはり地元から

行っている職員の皆さんとか、いろんな内容

で相談した、あそこの家どうなったんだとい

うふうな内容の、目をちょっと向けていただ

けるような対応でぜひお願いしたいと思いま

す。とにかく所管の頑張りに期待いたします

ので、町民の苦情に対する対応、スピード感

を持って、責任感を持ってやっていただきま

すようお願いいたします。雪の降る前に。終

わります。 

○齋藤委員長 以上で５番吉田芳美委員の質疑を

終わります。 

   次に、「10番木村章一委員」 

○木村委員 126ページ、10款２項１目と、それか

ら128ページの10款３項１目の小学校費、中学

校費ですね。エアコンを全教室に設置したと

いうことがあるわけですが、その後の燃料費

とか光熱水費、特に光熱水費だと思うんです

が、その変化状況というものをどのように把

握しているのか。従来の予算と違うような予

算措置をしていかなければならないと見てい

ると思うんですが、その辺の状況についてど
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う把握しているか、お聞きしたいと思います。 

   次に、138ページ、10款５項４目の給食セン

ター費の物資調達、私もお聞きしたいんです

けれども、町内産の食材の比率がなかなか伸

びないということで、ネックの一つが、量が

そろわないということがあるようなんですけ

れども、この場合に、例えば１つの品種を全

部町内産ではなくて、半分だけとか４分の１

だけ町内産を使って、残りはほかのもので賄

うというか、そういう使い方という発想転換

をしたらどうかと思うんですが、いかがでし

ょうか。そういう考えをしているのかどうか、

お聞きしたい。 

   以上２点をお伺いします。 

○齋藤委員長 「秋場学校教育課長」 

○秋場学校教育課長 127ページと129ページ、小

学校費、中学校費の光熱水費についてであり

ますが、令和元年度に工事をしましてといい

ますか、エアコンを導入いたしました。ただ、

令和元年度につきましては、小中学校全部で

はなく部分的なところがありました。特に、

令和元年度については、小学校の低学年を中

心に最初に入れて、中学校は実際的には令和

２年度からということであります。 

   そんな中、光熱水費、特に光熱水費といい

ますと、電気代と水道代とあるわけですが、

水道代については過去３年ほどさほど変わり

はない数字になっています。ただ、令和２年

度に数字といいますか、水道料が少ないとき

がありました。これはコロナの関係でプール

の使用を行わなかったというようなところで、

光熱水費の、いわゆる水道が少なかったもの

が令和２年度でございました。 

   光熱水費の電気代につきましては、エアコ

ンの使用によって変化は確かにありますので、

状況的には令和元年度の比較、あるいは令和

２年度、昨年度の比較では、確かにパーセン

テージは増えておりますし、令和３年度の電

気代ということでは前年対比で18％ほどの伸

びがあります、小学校です。中学校はそんな

にないところでありますが、特に小学校６校

の中で、数も多いので、単年度の比較となり

ますと、約60％増えているような状況にあり

ます。 

   コロナ禍において、手洗い、うがいという

ような励行の、水の使用というものはありま

すが、さほど水は影響はなかったかなという

ようなところと、エアコンを、いわゆるクー

ラーとしての使用をしながら換気の励行とい

うものがやっぱり一番大きかったかなと見て

おります。 

   教育活動をする上で快適な空間をつくるた

めにエアコンの設置ということで設置をし、

利用しているところでありますが、コロナ禍

において感染防止拡大のために空気の入替え

の中で換気の徹底を図ったということから、

冷えた教室にまた換気をすることによって暖

かさが来て、またエアコンの利用がというか、

電気代の消費が多かったのかなと見ていると

ころであります。 

   物資調達ということで、139ページ、給食費

の中の物資調達業務委託量で、河北町産の量

がそろわないということで、町産及び県産あ

るいは国産というふうな組合せでというよう

なこともあるわけですが、できるだけ町産で

そろえるところはそろえておりますが、でき

ないところはそれ以外の、町産以外の食材も

含めて調達をしているところであります。 

   その中にというか、一部町産も含まれては

いますが、なかなかその時期的なところで、

一部といいながらも物が入らないというよう

なところがあるようでございます。 

○齋藤委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 小学校、中学校の光熱水費でありま

すが、令和２年度、３年度と令和４年度の予

算というふうに、ちょっと私、数字並べてみ
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たんですが、小学校は令和２年から３年に向

けて、今説明あったように18％ほど増えてい

るんですが、その後、令和４年度予算に令和

３年度決算を反映したんだと思うんですが、

大分減らした予算になっていて、この辺どう

いう、大丈夫なのかなと、少ないにこしたこ

とはないんですが、そんなことをちょっと疑

問を持ったものですから、こんな質問をして

みました。 

   中学校の場合は、令和３年度と令和４年度、

同じぐらいの規模の、４年度の予算が同じぐ

らいにしてあるんですが、どういうことかな

ということについてお聞きしておきたいと思

います。 

   給食センターの物資調達ですが、そうする

と、先ほどタマネギですか、例えばタマネギ

で町内産は全数はそろわない日があるとか、

そういうときに、町内産はある程度の量、全

体の４分の１ぐらいで、あと残りは県内産と

かそういうものでというふうなときの使い方、

そういう使い方もしているけれども、物資調

達率、町内物資調達率になるのか、それとも

一定の量がとにかく集まらなければ町内産は

使わないというふうにしているのか。その辺

はどうなんでしょうかという質疑です。もう

一度お聞きします。 

○齋藤委員長 「秋場学校教育課長」 

○秋場学校教育課長 小学校費のエアコン、予算

化ということですが、決算につきましては、

３月までの状況が見えない中で、当初の予算

化でありますので、実際に決算として、３月

末までの１年間として見ると18％あったわけ

ですが、そこまでいかないであろうというよ

うな見積りの中での予算化でありました。 

   実際にはというと、来年度の、いわゆる令

和４年度の今の使用料について、決算として

またどのようになるかということであります

が、予算のときまでの数か月の実績、あと見

込みの中での予算でありましたので、今、決

算として申し上げた、実際には前年対比18％

というところの見込みまでは見えなかったと

いうところであります。 

   あと、給食費につきましては、町内産とそ

れ以外と率で合わせてということでは、なか

なか同じ時期に、同じ日に町内産とという、

業者がそこまで調達というか、用意できるの

かというと、なかなか同じ規格のものを取り

そろえるということが大変なところがありま

すので、実際には別な日にとかということで、

同じ日の中で町内産プラスアルファというこ

とはなかなか困難を来すようであります。 

○齋藤委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 ちょっと数字をもう一度教えてくだ

さい。令和元年度の小学校の光熱水費、元年

度から令和３年度の比較ですかね、２年度だ

とちょっとばらつくのかもしれませんが、令

和元年度の中学校、対、令和３年度の光熱水

費、どれだけエアコンを全教室に入れたこと

によって伸びたのかなというのは、先ほど

60％という数字が出ましたが、これはどの数

字なのか確認しておきたいと思います。 

   給食センター費の物資調達で、町内産が１

日に使う全量がそろわないとなかなか使いづ

らいということなんでしょうか。それを半分

にするとか、４分の１だけでもとにかく町内

産を使って、残りの分を町外のもので補塡し

て一緒に使うということがなぜできないのか。

そういったことを、発想を変えてもいいので

はないかなと思うんですが、よく説明してく

ださい。なぜできないのか。もう一度お聞き

します。 

○齋藤委員長 「秋場学校教育課長」 

○秋場学校教育課長 光熱水費の比較ということ

でありますが、令和元年度、小学校費で申し

上げますと、1,115万9,683円であります。令

和３年度は1,780万193円で、令和元年度と令
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和３年度の比較でいいますと、約60％ありま

す。令和２年度は1,503万1,129円であります

ので、令和２年度との比較では前年比18％と

いうことであります。 

   中学校については、令和３年度が725万

8,243円で、令和元年度は406万1,212円であり

ますので、令和元年度比ということでは78％

ほどの増額、178％となっております。令和２

年度につきましては629万1,632円で、令和２

年度比で15.3％の増ということであります。

エアコンの需要によって、また換気等もあっ

て、この伸びが出てきているんだなというこ

とで承知をしているところであります。 

   なお、対応、対策ということでは、コロナ

対応、感染対策、本当に必要なことはあるん

ですが、換気につきましても、換気の必要性

はもちろんですが、経済対応、経済対策とい

う面からも矛盾することはあるんですが、小

中学校に対して指導というか、お願いしてい

るところでございます。 

   あと、給食費の食材、町内産調達をＪＡの

協力の下、町の、例えば野菜であれば組合を

通してお願いしているところでありますが、

どのように野菜を同じ規格、品種のものでそ

ろえられるのかということで、できるだけお

願いしているところではありますが、そこは

少し困難なことがあるとは聞いているところ

であります。 

○齋藤委員長 暫時休憩します。 

     休 憩  午後２時５３分 

     再 開  午後２時５６分 

○齋藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   「秋場学校教育課長」 

○秋場学校教育課長 失礼いたしました。 

   給食費の町内産ということで、まずは町内

産の食材を優先にお願いしております。足り

ないところにつきましては、県産で対応でき

るのか、あるいは県産でもできなければとい

うようなところで、町内産、プラス必要な重

量分というか、個数といいますか、それをそ

ろえているということであります。現在もそ

のようにやっているところであります。 

   あと、先ほど説明の中で、電気料、金額に

つきましては、料金の改定等もあって比較に

ならないかもしれませんので、一つ、中学校

に全然エアコンが入っていないときのキロワ

ットを申し上げますと、令和元年度は14万

6,497キロワットであります。令和元年度です。

令和２年度は17万693キロワット、令和３年度

が18万8,849キロワットであります。 

○齋藤委員長 「10番木村章一委員」 

○木村委員 給食センターの物資調達については、

町内のものを優先して、そろうだけ町内のも

のをそろえて、足りない分をほかの町外のも

ので使っていると、前からそうやっていると

いうことでしたね。失礼いたしました。あり

がとうございました。 

○齋藤委員長 以上ですか。（「はい」の声あり） 

   以上で10番木村章一委員の質疑を終わりま

す。 

   次に、「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 １点お尋ねします。 

   135ページ、10款教育費の中のサハトべに花

費、その中の芸術文化振興費に関わるところ

でお尋ねします。この料金収入についてお尋

ねしたいところなんですが、指定管理をして

いるところに入りますので、歳入では聞けな

いので、ここで聞かせていただきます。 

   社会教育施設については、減免というもの

があって、例えば各地区にある改善センター

とかいろいろ借りるに当たり、体育協会に加

盟している団体であれば７割減の３割負担み

たいな感じでやっているんですが、サハトに

ついてはどのような形でやっているわけです

か。 

○齋藤委員長 「日下部生涯学習課長」 
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○日下部生涯学習課長 サハトべに花の使用に際

する減免の状況ということであるかと思いま

す。こちらにつきましては、町にあらかじめ

減免をしたい団体の方に申請いただきまして、

減免の指定の施設であれば減免の対象となっ

ておりますので、７割減額で使用することは

可能です。 

○齋藤委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 そこでお尋ねしたい点は、例えば地

区にある改善センターなんかを連盟加盟のス

ポーツ団体で借りるときは、そういう７割減

の３割負担、これでいいです。 

   個人とか、二、三人といかという、ちょっ

とバスケットボールをしたいとか、何かちょ

っと遊びたいと行けば、個人の使用で100円で

使えると思うんですが、サハトの一例として、

展示室なんかを、そういう芸術関係の団体、

絵画のクラブとか、そういうところが何人か

が持ち寄って使うという場合は減免対象にな

るかと思うんですが、個人の人が自分の絵を

展示したいという場合の対応ですね、個人で

すとならないんですか。要するに、そういう

クラブに入っているけれども、個人の自分の

描いたものを展示したいという場合の対応は

どのようになっていますか。 

○齋藤委員長 「日下部生涯学習課長」 

○日下部生涯学習課長 減免団体の申請であれば

７割の減額で使用いただけますけれども、個

人の方の申請であれば、その分の利用料金は

頂戴しているところでございます。 

○齋藤委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 現実、今はそのようになっているよ

うであります。 

   教育長にお尋ねします。いいですか。先ほ

ど申し上げたとおり、改善センターとかそう

いうところ、個人で遊ぶところは100円でいい

です。これは減免する必要ありません。100

円でいいと思う。１時間か２時間ちょっと遊

ぶだけですから。 

   ただし、今言った、サハトで展示室を借り

たいと。個人で私の絵画を並べたいんだとい

う人は１時間、２時間というわけではありま

せんので、１日中展示します。もちろん展示

した以上は３日間、４日間かかります。 

   今、１時間当たり530円です。クーラーを入

れれば、それに三百幾ら、またプラスになり

ます。そうすると、１日ですよ、借りるとす

ると１万円超すんです。４日間借りたら４万

円ですよ。体育施設は１時間、２時間しか借

りないから100円でいいんですよ。 

   でも、そういう展示室というものであって、

個人で自分の書、あるいは絵、いろんなもの

をしたいという人が３日間、４日間借りたら

数万円かかるんですよ。これは同じ考えで、

同じ扱い、個人だから同じ扱いというものは、

私は合わないと思う。やっぱり減免対象にす

べきだと思う。体育施設を個人で使うことと

違う。だから、なかなか借りづらいんです。

数万、４万円もかけて個人でするというもの

は大変な話。 

   現実、やっぱり個人であっても、サハトの

展示室なんかは減免対象に私はすべきだと思

うんです。教育長の考え方、ちょっとお伺い

します。 

○齋藤委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 展示室を借りるに当たっての個人

の場合は減免対象にならないかということで

すが、確かに個人で３日、４日した場合に積

算しますと、やっぱり委員がご指摘するとお

り、三、四万円かかるということになります。 

   これまでの、いわゆる規則からいえば減免

対象にならないわけですけれども、その辺ご

意見として承って、今後検討してまいりたい

なと思います。 

○齋藤委員長 「４番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 検討していただければいいかと思い
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ますが、芸術文化振興という観点から言えば、

やっぱり個人で出すには数万円というものは

ちょっと負担が大きいので、団体で借りる場

合は負担がまた少ない中で７割減ということ

でやっていらっしゃる今のやり方を、ぜひサ

ハトの展示室なんかでの芸術文化の振興とい

う観点から、個人であろうとも、そういう減

免対象にしていただきたいということを申し

上げて、私の言う意味は教育長も理解してい

ただいたようですので、質疑は終わります。 

○齋藤委員長 以上で４番佐藤修二委員の質疑を

終わります。 

   次に、「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 それでは、最後になりましたけれど

も、私から３点ほどお聞きします。 

   最初に、決算書はページ132、10款４項２目、

公民館整備事業補助金、成果161ページです。

今年は６件の補助があったということですけ

れども、328万7,605円、決算の調査のほうで

も１度お聞きしたんですけれども、ちょっと

聞きそびれましたので、もう一度お聞きしま

す。 

   その補助対象になった６件の内訳をちょっ

と教えていただきたいと思います。この補助

金は３年度から補助率が10分の１から10分の

３に引き上げられたと聞いておりますので、

とてもいい補助金制度だなと思っております。 

   ２点目は、137ページ、10款５項１目保健体

育総務費、総合型地域スポーツクラブ補助金

40万円、成果170ページであります。今開催さ

れているスポーツ教室というものが11の教室

があるので、その補助金の分配はどのように

されているのかということと、その補助金の

使い道、使途はどのようなものが多いのかと

いうことも一緒にお聞きしたいと思います。 

   ３番目は決算書139ページ、10款５項４目給

食センター費、除害施設清掃維持管理業務委

託料51万5,900円、成果173ページ、この業務

内容と委託先はどのようになっているのかお

聞きします。 

   もう一点ありました。143ページ、12款３項

２目かな、交通安全対策費、成果184ページ、

交通災害共済の加入と見舞金支給……交通安

全対策費か、交通災害共済の加入と見舞金支

給となっておりますけれども、今回これが終

了するということですが、この終了するとい

う理由はどのようなことなのでしょうか。お

聞きします。 

○齋藤委員長 「日下部生涯学習課長」 

○日下部生涯学習課長 決算書132ページ、133ペ

ージ、10款４項２目公民館費についてのお尋

ねです。この中の自治公民館整備の内訳とい

うことでございますが、令和３年度の事業に

つきましては６件申請がございました。 

   その内訳につきましては、まず改修という

ことで、改修が岩木二公民館、改修の内容は、

軒天、雨どい、壁、床、天井の改修というこ

とでございます。２件目が、松橋西公民館、

こちらははりの補強工事になっております。

３件目が、11区公民館、こちらは屋根の改修

をしております。４件目が、末北公民館です。

こちらは壁、床、窓を改修しております。以

上の４件が改修工事になっております。 

   続きまして、新築工事ですが、岩木一公民

館１件の申請でございます。 

   続きまして、エアコン設置が白山堂公民館

でエアコン２台の設置ということで、合わせ

て６件の申請内訳になっております。 

   10款５項１目の地域型総合スポーツクラブ

の補助金の使い道ということでございますが、

総合スポーツクラブにつきましては、町から

の補助金と利用者の方からの参加費というこ

とで運営しております。これを合わせまして、

それぞれのクラブの運営、それから講師の方

への謝礼など、それからスポーツクラブのチ

ラシ、パンフレットの印刷などを行っており



- 300 - 

ます。 

○齋藤委員長 ここで暫時休憩します。 

     休 憩  午後３時１０分 

     再 開  午後３時１２分 

○齋藤委員長 休憩を解いて再開します。 

   「秋場学校教育課長」 

○秋場学校教育課長 失礼いたしました。 

   除害施設の清掃維持管理委託料であります

が、業者は町内にあります仲野衛生管工株式

会社であります。内容的には、排水の処理を

していただくことでありますが、毎月、油を

流しますので、その油を除去して、それから

処理をしているということで、年に２回ほど

全体的な汚物処理ということも含めて清掃委

託をしている内容でございます。 

○齋藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 決算書142、143ページ、成果

で申し上げますと182ページ以降に記載がご

ざいます交通安全対策費に関するお尋ねでご

ざいます。交通災害共済の件で、令和３年度

で募集受付終了と記載をさせていただいたと

ころでございますが、こちら交通災害共済に

つきましては、もともと西村山広域行政事務

組合を事務局として取り組んでこられたとい

う制度でございます。 

   恐らく、立ち上がった当初はスケールメリ

ットなどもあって、広域で取り組むというこ

とで進んできたと思いますが、近年は加入率

の低下であったり、あるいは民間保険の類似

保険が大変充実してきたと、こういうことも

ございまして、このたび廃止に至ったという

ことでございます。 

   西村山広域行政事務組合におきましては、

少なくとも令和２年度頃にはこういう協議が

スタートしていたようでございます。以上で

す。 

○齋藤委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 ありがとうございました。 

   先ほどの公民館整備事業費補助金なんです

けれども、今回からエアコンが対象になった

ということもありまして、公民館にエアコン

をつけようという各地区の自治会の方が増え

るのではないかと私は思っております。 

   そうしますと、やはりエアコンを取り付け

る補助対象の補助率と、あとエアコンの台数

ですけれども、１年間で何台とかという制限

があるのでしょうか。それをちょっとお聞き

します。 

   それから、先ほどの保健体育総務費のほう

なんですけれども、補助金の分配というとこ

ろは、各11のクラブ、教室があって、同じよ

うに40万円の11で割った分がこういうふうに

支給されるのでしょうかね。その辺もお聞き

します。 

   それともう一つ、この教室ですけれども、

今11あります。この11の教室で、やはり様々

参加される方が人気のある教室にはたくさん

入るでしょうけれども、人気のない教室など

というものもあるのかどうか。そして、この

教室にやはり新しい種目の教室などは考えら

れているのでしょうかということをちょっと

お聞きしたいと思います。 

   給食センター費は分かりました。 

   交通安全対策ですけれども、加入者の低下

というものがあったとお聞きしました。でも、

うちの近所の高齢者の方は、自転車で転んで、

これで見舞金を頂いたなんていう方もいらっ

しゃいますので、とても高齢者の人が、割と

低価な金額で入れたのでとてもよかったと伺

っておりましたので。まあ、これはご時世で

しようがないのかなと思いますけれどもとい

うことで、抑えておきます。お答えください。 

○齋藤委員長 「日下部生涯学習課長」 

○日下部生涯学習課長 まず、公民館のエアコン

の設置台数に制限があるのかどうかというこ

とと、その割合はということでございますが、
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補助の割合が令和３年度から、従来までの10

分の１から10分の３ということに引き上げら

れております。 

   エアコンの台数につきましては、特に制限

はございませんが、それぞれ公民館の部屋に

合ったような形で設置いただいているものと

考えております。 

   それから、総合型スポーツクラブの補助金

の分配ということでございますけれども、総

合型スポーツクラブについては、クラブの事

務局で運営しておりまして、それぞれのクラ

ブが独立して運営しているということではご

ざいませんので、クラブでそれぞれの指導者

の調整ですとか、謝礼の支払いなどをしてお

ります。 

   先ほど、補助金の内訳ということで、一番

大きいものが、事務局への給与分ということ

がちょっと抜けておりましたので、補足させ

ていただきたいと思います。 

○齋藤委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 ありがとうございました。そうしま

すと、例えばエアコンですけれども、同じ公

民館で、先ほど白山堂公民館が２台設置され

たと報告がありましたように、１つの公民館

でやはり２台、３台という設備状況なども考

えられるということでしょうか。 

   そのことと、あとはさっきのスポーツクラ

ブのほうなんですけれども、新しいクラブ、

教室ということで、障がい者の方たちもこう

いう教室に入られるような種目ということで、

新しい教室は考えられないかと私は提案をし

たいんですけれども、今ボッチャという競技

がとても障がい者の方も健常者の方も一緒に

できるということが叫ばれておりますので、

ぜひこういう新しい教室も考えていただけれ

ばなと思いますけれども、いかがお考えでし

ょうか。 

○齋藤委員長 「日下部生涯学習課長」 

○日下部生涯学習課長 公民館のエアコンの設置

になりますが、公民館の規模、それから部屋

の大きさなどによりまして、設置台数という

ものは変わってくるかと思います。それで、

町からの補助はあくまでも10分の３というこ

とでございますので、それぞれの地区の予算

の中で設置する中で台数も変わってくるのか

なと思ってございます。 

   町で、何台以上つけてはいけないなんてい

う決まりは特に設けておりませんが、あくま

でもその施設に合った形で設置していただく

ということでお話ししていきたいと思ってお

ります。 

   また、地域型総合スポーツクラブの新しい

クラブの設置ということで今ご提案いただき

ましたけれども、こういったご提案があると

いうことを事務局にも伝えまして、今後どう

いった形でクラブを運営していくかというと

ころで検討の材料としていただきたいと思っ

ております。 

○齋藤委員長 「真木総務課主幹」 

○真木総務課主幹 先ほどに続いて、交通災害共

済のことでお答え申し上げたいと思います。 

   加入率の低下に伴って廃止されたことがご

時世ということなのかということでのご質問

だったかと考えておりますが、ご時世といえ

ばご時世なのかもしれません。本件につきま

しては、先ほども申し上げましたように、令

和２年度頃にはもう西村山広域事務局におい

て検討が開始されました。その後、昨年度、

令和３年度中におきましても、町議会の定例

会におきまして、２度にわたって関連の議案

を上程させていただき、議決をいただいたと

いう経過もございます。 

   そういった意味では、町の議会の皆様、あ

るいは西村山広域行政事務組合議会において

も決定事項といいますか、議決になっている

案件ということで申し上げたいと思います。 
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   なお、先ほど近所の方の事故の例まで挙げ

ていただいて、委員からご質問いただきまし

たけれども、私どもの事務局に交通災害共済

の受付をしなくなったということでの苦情と

か問合せとか、そういったことはございませ

ん。参考までにお答えしたいと思います。 

○齋藤委員長 「12番細矢誓子委員」 

○細矢委員 以上です。ありがとうございました。

終わります。 

○齋藤委員長 以上で12番細矢誓子委員の質疑を

終わります。 

   以上で９款から14款までの質疑を終結しま

す。 

   委員長から申し上げます。本日は以上をも

って延会としたいと思いますが、これに異議

ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本日はこれにて延会といたします。 

   明日９月15日は午前９時までご参集くださ

い。 

   お疲れさまでした。 

         午後３時２３分  延 会 

 


